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五
代
皇
帝
・
十
国
皇
帝
間
に
お
け
る
修
好
の
試
み

　
　

―
後
唐
・
後
晋
期
を
中
心
に

新
　
見
　
ま
ど
か

は
じ
め
に

　

天
祐
四
年
（
九
〇
七
）
に
唐
が
滅
ぶ
と
、
旧
唐
領
で
は
そ
の
後
の
覇
権
を
巡
り
様
々
な
勢
力
が
興
亡
を
繰
り
返
し
た
。
一
般
に
、
中
原
を
支
配
し
た
王
朝
を
五

代
、
そ
の
西
方
か
ら
南
方
に
位
置
し
た
政
権
を
十
国
と
呼
ぶ
。
こ
の
五
代
十
国
期
に
つ
い
て
は
従
来
、
北
宋
に
繋
が
っ
た
五
代
の
歴
史
を
主
旋
律
と
し
、
そ
の
伴

奏
と
し
て
十
国
の
歴
史
を
個
別
に
掘
り
下
げ
る
手
法
が
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た（

１
）。
こ
れ
に
対
し
、
五
代
十
国
期
を
総
体
的
に
論
じ
た
著
作
に
は
日
野
開
三
郎
に
よ

る
著
作
﹇
日
野
一
九
八
〇
／
日
野
一
九
八
四
﹈
が
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
代
に
は
、山
崎
覚
士
に
よ
る
一
連
の
成
果
に
よ
っ
て
、中
原
政
権
を
中
心
と
し
た
「
天

下
秩
序
」
の
元
に
統
合
さ
れ
た
「
中
国
」
を
描
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
た
﹇
山
崎
二
〇
一
〇
／
山
崎
二
〇
二
二
﹈。

　

山
崎
の
考
察
は
多
岐
に
亘
る
が
、
特
に
国
際
関
係
を
解
明
す
る
際
に
は
国
書
の
冒
頭
が
重
要
な
分
析
対
象
と
な
っ
た（

２
）。
そ
こ
で
採
ら
れ
た
の
は
、
約
五
〇
年
に

お
よ
ぶ
多
様
な
政
権
間
の
国
書
を
一
覧
に
し
、
そ
の
冒
頭
書
式
と
君
主
号
を
分
析
す
る
手
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
確
か
に
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
正
確
性
と
説
得
力
を

持
つ
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
し
、
国
書
と
さ
れ
な
か
っ
た
外
交
文
書
が
看
過
さ
れ
る
、
内
容
の
精
緻
な
分
析
に
至
ら
な
い
、
安
易
な
普
遍
化
や
一
般
化
を
招
く
等

の
問
題
も
存
在
す
る
。
実
は
五
代
諸
王
朝
と
十
国
諸
国
と
の
外
交
文
書
は
本
文
が
確
認
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
各
国
の
具
体
的
な
応
酬
が
判
明
す
る
の
だ

が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
内
容
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
は
問
題
だ
ろ
う
。

　

な
ぜ
か
か
る
指
摘
を
行
う
か
と
言
え
ば
、
実
際
に
山
崎
の
検
討
か
ら
遺
漏
し
た
史
料
が
複
数
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
、
そ
の
一
例
が
、
筆
者
が
先
に
分
析
し
た
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後
梁
・
前
蜀
間
国
書
で
あ
る
﹇
新
見
二
〇
二
二
﹈。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
後
梁
皇
帝
朱
全
忠
と
前
蜀
皇
帝
王
建
と
が
、
相
互
に
皇
帝
の
立
場
で
相
手
国
と
の
併
存

を
了
承
し
あ
っ
て
い
た
。
従
来
は
、
中
原
君
主
（
皇
帝
）
が
十
国
君
主
の
皇
帝
号
を
認
め
て
修
好
を
築
く
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
認
識
が
通
説
で
あ
っ
た
が

﹇
日
野
一
九
八
〇
、
三
八
七
頁
／
山
崎
二
〇
〇
二
、
一
四
九
―
一
五
〇
頁
﹈、
後
梁
・
前
蜀
の
事
例
は
そ
れ
に
対
す
る
反
例
と
な
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
あ
く
ま
で
唐

滅
亡
直
後
の
状
況
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
こ
れ
以
後
の
中
原
皇
帝
と
十
国
皇
帝
と
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
再
検
証
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
五
代
十
国
の
皇
帝
間
で
、（
１
）
中
原
側
が
外
交
の
場
で
相
手
君
主
を
「
皇
帝
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
、（
２
）
中
原
側
が
相
手
国
と
の
修

好
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
、
の
二
点
に
着
目
し
、
双
方
な
い
し
少
な
く
と
も
そ
の
片
方
に
該
当
す
る
事
例
を
取
り
上
げ
て
そ
の
応
酬
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
、

第
一
章
で
は
後
晋
皇
帝
石
敬
瑭
か
ら
後
蜀
皇
帝
孟
昶
に
送
ら
れ
た
国
書
と
そ
れ
に
対
す
る
後
蜀
の
対
応
を
、
第
二
章
で
は
南
唐
の
辺
境
官
府
か
ら
後
晋
に
宛
て
た

外
交
文
書
と
そ
れ
に
対
す
る
石
敬
瑭
の
返
書
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
二
例
を
踏
ま
え
た
う
え
で
第
三
章
で
は
時
代
を
遡
り
、
後
晋
に
先
立
つ
後
唐
に
お
い
て
、
そ

の
使
者
が
外
交
儀
礼
の
場
で
読
み
上
げ
た
と
思
し
き
「
笏
記
」
の
文
言
を
検
討
す
る
。
以
上
の
作
業
を
通
し
て
、
当
時
の
外
交
の
実
態
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
筆
者
な
り
の
見
通
し
を
提
示
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

第
一
章　

後
晋
と
後
蜀

（
１
）
後
晋
皇
帝
か
ら
後
蜀
皇
帝
宛
国
書
内
容
の
分
析

　

本
章
で
は
、
後
晋
・
後
蜀
間
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
後
蜀
は
、
後
唐
の
西
川
節
度
使
で
あ
っ
た
孟
知
祥
が
、
応
順
元
年
（
九
三
四
）
に
後
唐
滅
亡
時
の

混
乱
に
乗
じ
て
自
立
し
称
帝
し
て
成
立
し
た
王
朝
で
あ
る
。
一
方
後
晋
は
、
後
蜀
成
立
の
二
年
後
で
あ
る
天
福
元
年
（
九
三
六
）、
後
唐
滅
亡
後
の
勢
力
争
い
を

制
し
た
石
敬
瑭
が
契
丹
か
ら
冊
封
を
受
け
て
建
国
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
両
国
の
直
接
的
な
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、『
蜀
檮
杌（

３
）』
巻
下
（
六
〇
九
二
頁
）
に
、
後
晋
か
ら
後
蜀
に
宛
て
た
国
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内

容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〔
史
料
１
〕
十
二
月
、
晉
高
祖
即
位
、
改
元
天
福
。
四
年
三
月
、
晉
高
祖
遣
使
来
聘
、
叙
姻
親
之
舊
。
其
書
略
曰
、
大
晉
皇
帝
奉
書
大
蜀
皇
帝
。
伏
自
中
原
多
故
、
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大
憝
繼
興
。
朱
氏
不
道
而
皇
天
不
親
、
沙
陀
背
義
而
蒼
生
失
望
。
不
期
景
運
、
猥
屬
眇
躬
。
方
鼎
足
以
分
疆
、
宜
鄰
好
之
講
睦
。
況
有
姻
親
之
舊
、
敢
交
玉

帛
之
歡
。
機
務
方
殷
、
保
攝
是
望
。

【
和
訳
】（
明
徳
三
年
、
九
三
六
）
十
二
月
、
後
晋
の
高
祖
（
石
敬
瑭
）
が
即
位
し
、
天
福
と
改
元
し
た
。（
明
徳
）
四
年
（
九
三
七
）
三
月
、
後
晋
の
高
祖

は
使
者
を
遣
わ
し
て
贈
り
物
を
献
上
し
、
か
つ
て
の
姻
戚
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
。
そ
の
手
紙
の
大
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
大
晋
皇
帝
よ
り
大

蜀
皇
帝
に
お
手
紙
を
奉
る
。
伏
し
て
（
思
う
に
）、
中
原
で
戦
乱
が
多
発
し
て
以
来
、
悪
逆
非
道
な
出
来
事
が
相
次
い
で
生
じ
た
。
朱
氏
（
後
梁
）
は
道
理

に
も
と
り
天
か
ら
見
放
さ
れ
、
沙
陀
（
後
唐
）
は
恩
義
に
背
い
て
人
々
を
失
望
さ
せ
た
。（
私
は
）
予
期
せ
ぬ
こ
と
な
が
ら
幸
運
に
見
舞
わ
れ
、
思
い
が
け

ず
帝
位
に
就
く
こ
と
と
な
っ
た
。（
私
は
各
国
が
）
鼎
立
し
て
境
域
を
区
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
お
り
、（
我
が
国
と
貴
国
と
が
）
友
好
関
係
を
結
ん

で
親
睦
を
深
め
る
の
が
良
か
ろ
う
と
思
う
。
ま
し
て
や
か
つ
て
の
姻
戚
関
係
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
是
非
と
も
玉
帛
の
契
り
を
結
び
た
い
と
思
う
。
や
る
べ
き

政
務
は
多
い
が
、
ど
う
か
養
生
し
よ
う
で
は
な
い
か
」。

　

石
敬
瑭
は
即
位
の
翌
年
、
後
蜀
に
国
書
を
送
っ
た
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
そ
の
冒
頭
は
「
大
晉
皇
帝
奉
書
大
蜀
皇
帝
」
で
あ
り
、
石
敬
瑭
が
前
蜀
皇
帝

（
第
二
代
孟
昶
）
に
対
し
、
敬
称
と
し
て
「
皇
帝
」
を
用
い
た
「
奉
書
」
を
送
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
に
注
目
し
た
廣
瀬
憲
雄
﹇
二
〇
一
八
、
五
三
―
五
四
頁
、
注
四
二
﹈
は
、「
中
原
政
権
で
も
周
辺
諸
勢
力
が
称
し
た
皇
帝
号
を
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
も
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
確
か
に
、
石
敬
瑭
が
孟
昶
の
皇
帝
位
を
認
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
廣
瀬
の
主
張
は
首
肯
で
き
る
。
た
だ
し
注
意
す
べ
き
は
、
そ

れ
が
決
し
て
「
容
認
せ
ざ
る
を
得
な
」
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
全
体
を
読
め
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
帝
位
に
就
い
た
石
敬
瑭
が
、

既
に
皇
帝
で
あ
っ
た
孟
昶
に
対
し
て
即
位
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
石
敬
瑭
は
孟
昶
が
帝
位
に
あ
る
こ
と
は
当
然
の
前
提
と
し
た
う
え
で
、
自

身
の
即
位
を
認
め
て
く
れ
る
よ
う
、孟
昶
に
請
願
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
皇
帝
号
を
容
認
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
孟
昶
で
は
な
く
石
敬
瑭
で
あ
り
、

両
国
の
関
係
に
つ
い
て
は
ま
ず
こ
の
点
を
正
し
く
認
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

石
敬
瑭
が
孟
昶
に
対
し
て
下
手
に
出
た
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
の
が
、
国
書
の
書
式
「
奉
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
君
臣
関
係
で
は
な
く
対
等
関
係
で
用
い

ら
れ
た
「
致
書
」
と
い
う
書
式
の
一
類
型
だ
が
、「
奉
」
と
い
う
字
か
ら
分
か
る
よ
う
に
相
手
へ
の
敬
意
（
な
い
し
相
手
を
上
位
と
す
る
意
思
）
を
前
面
に
出
し

た
も
の
で
あ
る（

４
）。
後
晋
と
後
蜀
の
外
交
は
、
こ
の
よ
う
に
後
晋
か
ら
後
蜀
へ
の
丁
寧
な
呼
び
掛
け
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
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さ
て
、
孟
昶
へ
国
書
を
送
る
に
あ
た
り
、
石
敬
瑭
は
か
つ
て
の
「
姻
親
之
舊
」
す
な
わ
ち
姻
戚
関
係
を
持
ち
出
し
た
。
石
敬
瑭
は
後
唐
第
二
代
皇
帝
明
宗
（
李

嗣
源
）
の
娘
婿
、
一
方
孟
昶
の
父
孟
知
祥
は
李
克
用
（
李
嗣
源
の
仮
父
）
の
娘
婿
な
の
で
、
石
氏
と
孟
氏
は
後
唐
皇
室
の
李
氏
を
介
し
て
姻
戚
関
係
と
な
る（

５
）。
彼

が
こ
れ
に
言
及
し
た
の
は
、
そ
の
縁
故
に
基
づ
き
「
玉
帛
之
歡
」
す
な
わ
ち
同
盟
関
係
を
結
ば
ん
と
し
た
た
め
だ
っ
た
。

　

し
か
も
石
敬
瑭
は
、
後
蜀
と
の
「
分
疆
」
す
な
わ
ち
境
域
の
分
割
に
言
及
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
石
敬
瑭
が
そ
の
国
書
中
で
構
想
し
た
の
は
、
後
晋
が

中
原
を
、
後
蜀
が
蜀
を
そ
れ
ぞ
れ
皇
帝
と
し
て
領
有
し
、
修
好
を
築
い
て
並
立
す
る
状
況
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

６
）。
皇
帝
同
士
の
立
場
で
十
国
と
の
修
好
を
押
し

出
し
た
外
交
を
展
開
し
た
の
は
、
朱
全
忠
の
み
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
後
蜀
の
対
応

―
五
代
「
敵
国
の
礼
」
再
考

　

一
方
、
こ
れ
に
対
す
る
後
蜀
の
応
答
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
一
、
後
晋
天
福
二
年
（
九
三
七
）
三
月
条
（
九
一
七
一
頁
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
２
〕
帝
遣
使
詣
蜀
告
即
位
、
且
敘
姻
好
。
蜀
主
復
書
、
用
敵
國
禮
。

【
和
訳
】
帝
（
石
敬
瑭
）
は
使
者
を
送
っ
て
蜀
に
赴
か
せ
即
位
を
告
げ
、か
つ
婚
姻
の
好
に
つ
い
て
述
べ
た
。
蜀
の
君
主
（
孟
昶
）
は
返
書
を
し
た
た
め
る
際
、

「
敵
国
の
礼
」
を
用
い
た
。

　

こ
の
史
料
か
ら
、
孟
昶
が
石
敬
瑭
に
「
敵
国
の
礼
」
に
則
っ
た
返
書
を
送
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
記
述
に
基
づ
き
、
中
村
裕
一
﹇
一
九
九
一
Ａ
、
三
一
一

頁
﹈
や
鄒
重
華
・
胡
昭
曦
﹇
一
九
九
四
、
一
三
頁
﹈
は
、
両
国
の
関
係
を
対
等
と
見
做
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
山
崎
覚
士
﹇
二
〇
〇
二
﹈
に
よ
り
、
五
代
期

の
中
原
皇
帝
は
十
国
君
主
の
皇
帝
号
を
認
め
な
か
っ
た
た
め
、
皇
帝
対
皇
帝
の
対
等
関
係
は
「
抗
礼
」
と
し
て
却
下
さ
れ
た
、
た
だ
し
皇
帝
よ
り
一
等
降
る
国
主

号
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
「
敵
国
の
礼
」
と
し
て
容
認
し
た
、
と
い
う
見
解
が
提
示
さ
れ
た
（
図
１
参
照
）。
こ
の
説
の
特
異
な
点
は
、
通
常
な
ら
一
致
す
べ
き
「
敵

国
」
と
対
等
と
を
分
離
さ
せ
た
こ
と
に
あ
る
。
も
し
こ
れ
に
則
る
な
ら
、〔
史
料
２
〕
の
「
敵
国
の
礼
」
は
対
等
で
は
な
く
、
孟
昶
は
自
ら
を
国
主
と
し
た
返
書

を
送
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

と
は
い
え
そ
の
前
提
た
る
、
中
原
皇
帝
対
十
国
皇
帝
の
関
係
が
成
り
立
た
な
い
、
と
い
う
認
識
は
〔
史
料
１
〕
に
よ
っ
て
明
確
に
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
後
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の
唐
・
宋
代
は
も
と
よ
り
魏
晋
南
北
朝
の
よ
う
な
複
数
の
皇
帝
が
併
存
し
た
時
期
に
お
い
て
も
、「
敵
国
」

が
対
等
で
な
か
っ
た
と
の
見
解
は
管
見
の
限
り
見
出
せ
な
い（

７
）。
し
た
が
っ
て
、
五
代
期
に
お
い
て
の
み

「
敵
国
」
と
対
等
と
が
分
離
し
た
と
す
る
山
崎
の
理
解
が
適
切
か
否
か
、
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

山
崎
説
の
強
力
な
論
拠
と
な
っ
た
の
は
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
二
、
同
光
元
年
（
九
二
三
）
十
月

条
（
九
〇
三
頁
）
に
見
え
る
、
後
唐
皇
帝
李
存
勗
と
呉
国
王
楊
溥
の
次
の
事
例
で
あ
る
。

〔
史
料
３
〕
唐
使
稱
詔
、
呉
人
不
受
。
帝
易
其
書
、
用
敵
國
之
禮
、
曰
「
大
唐
皇
帝
致
書
于
呉
國
主
」。

【
和
訳
】
後
唐
の
使
者
が
（
そ
の
手
紙
を
）
詔
と
称
し
た
が
、
呉
の
人
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
。

皇
帝
（
李
存
勗
）
は
そ
の
書
を
改
め
、
敵
国
の
礼
を
用
い
て
「
大
唐
皇
帝
致
書
于
呉
国
主
」
と
し

た
。

　

こ
の
事
例
に
お
い
て
、
李
存
勗
は
楊
溥
に
対
し
皇
帝
号
で
は
な
く
「
国
主
」
号
を
使
用
し
た
致
書
を

送
っ
て
お
り
、『
資
治
通
鑑
』
で
は
こ
の
国
書
が
「
敵
国
の
礼
」
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
国
主

号
が
、
当
時
の
楊
溥
の
自
称
で
あ
る
国
王
号
を
一
等
上
げ
た
も
の
、
と
す
る
山
崎
の
見
解
は
妥
当
で
あ

る
。
ま
た
、
国
主
に
対
し
て
「
詔
」
が
降
ら
な
い
こ
と
を
「
敵
国
の
礼
」
の
根
拠
と
す
る
山
崎
の
説
明

も
納
得
で
き
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
中
原
皇
帝
対
十
国
国
主
の
関
係
が
「
敵
国
の
礼
」
で
あ
っ
た
と
す

る
山
崎
の
理
解
は
確
か
に
成
り
立
つ（

８
）。

　

た
だ
し
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
山
崎
自
身
も
触
れ
た
よ
う
に
、
当
時
の
楊
溥
は
そ
も
そ
も

皇
帝
を
自
称
し
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
楊
溥
の
自
称
し
た
君
主
号
は
先
述
の
通
り
国
王
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
の
名
乗
っ
て
も
い
な
い
皇
帝
号
を
後
唐
が
敢
え
て
国
書
に
使
用
す
る
可

能
性
な
ど
有
り
得
る
は
ず
も
な
く
、
こ
の
事
例
は
中
原
皇
帝
対
十
国
皇
帝
4

4

の
関
係
如
何
を
解
明
す
る
材

図１　中原―敵国関係図
� （山崎2010,�p.137より転載、一部加筆）
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料
に
は
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
中
原
皇
帝
対
十
国
皇
帝
の
関
係
が
敵
国
の
礼
で
は
な
か
っ
た

4

4

4

4

、
と
い
う
証
明
に
は
、
こ
の
史
料
は
使
え
な
い
。〔
史
料
３
〕

で
確
実
に
立
証
で
き
る
の
は
、『
資
治
通
鑑
』
に
お
い
て
後
唐
皇
帝
・
呉
国
主
間
の
致
書
が
「
敵
国
の
礼
」
と
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
で
あ
る
。

　

そ
し
て
山
崎
は
言
及
し
な
い
が
、
李
存
勗
期
に
つ
い
て
は
も
う
一
件
、「
敵
国
の
礼
」
と
さ
れ
た
国
書
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
三
、

後
唐
同
光
二
年
（
九
二
四
）
十
一
月
条
の
考
異
（
八
九
二
六
―
八
九
二
七
頁
）
に
、「『
実
録
』
に
い
う
。
七
月
戊
午
、
蜀
主
が
戸
部
侍
郎
の
欧
陽
彬
を
使
者
と
し

て
派
遣
し
、
手
紙
を
遣
わ
す
に
あ
た
っ
て
敵
国
の
礼
を
用
い
た
（
原
文
で
は
「
致
書
用
敵
國
禮
」）、
と（

９
）」
と
あ
る
。
年
代
か
ら
、
こ
の
『
実
録
』
と
は
李
存
勗
の

実
録
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
国
書
の
発
信
者
で
あ
る
「
蜀
主
」
と
は
前
蜀
皇
帝
王
衍
を
指
す
。
そ
の
使
者
は
戸
部
侍
郎
の
欧
陽
彬
、
彼
が
後
唐
に
到
着
し
た
の

は
同
光
二
年
（
九
二
四
）
七
月
戊
午
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
『
実
録
』
と
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
の
が
、『
旧
五
代
史
』
巻
三
二
、
荘
宗
本
紀
第
六
、
同
光
二
年
七
月
条
（
五
〇
〇
―
五
〇
一
頁
）
に
見
え
る
「
戊
午
、

西
川
の
王
衍
が
偽
署
戸
部
侍
郎
の
欧
陽
彬
を
遣
わ
し
て
朝
貢
し
、（
国
書
に
）「
大
蜀
皇
帝
上
書
大
唐
皇
帝
」
と
称
し
た
」 

と
（
（1
（

い
う
記
事
で
あ
る
。
本
紀
と
実
録
の

対
応
は
言
う
に
及
ば
ず
、
同
光
二
年
七
月
戊
午
と
い
う
年
月
日
、
前
蜀
（
本
紀
で
は
「
西
川
」
と
表
記
）
王
衍
の
も
と
か
ら
来
た
使
者
の
名
と
肩
書
の
一
致
か
ら

見
て
、
二
つ
の
記
事
は
全
く
同
じ
出
来
事
を
記
し
た
も
の
に
相
違
な
い

（
（1
（

。

　

し
た
が
っ
て
、『
実
録
』
で
「
敵
国
の
礼
」
と
さ
れ
た
国
書
が
、
本
紀
の
「
大
蜀
皇
帝
上
書
大
唐
皇
帝
」
と
い
う
冒
頭
を
持
つ
国
書
に
該
当
す
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
山
崎
の
説
明
（
図
１
）
に
拠
る
な
ら
、
十
国
君
主
が
皇
帝
を
名
乗
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
後
唐
か
ら
「
抗
礼
」
と
見
做
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
実
際

に
は
後
唐
に
お
い
て
、
前
蜀
か
ら
皇
帝
名
義
で
送
ら
れ
て
き
た
国
書
も
「
敵
国
の
礼
」
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
が
、
二
つ
の
史
料
の
対
照
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
敵
国
の
礼
」
の
中
に
中
原
皇
帝
対
十
国
皇
帝
の
関
係
も
包
含
さ
れ
た
証
左
と
な
る
。

　

例
え
ば
唐
代
の
国
書
に
お
い
て
は
、
相
手
に
対
し
て
同
じ
君
主
号
「
可
汗
」
を
用
い
た
場
合
で
も
、
敵
国
待
遇
と
君
臣
待
遇
と
の
相
違
が
あ
っ
た

（
（1
（

。
ま
た
、
五

代
期
か
ら
北
宋
期
に
か
け
て
は
、
同
じ
皇
帝
対
皇
帝
の
関
係
で
も
敵
国
（
契
丹
と
北
宋
）
の
場
合
と
君
臣
（
契
丹
と
後
晋
、
契
丹
と
北
漢
）
の
場
合
が
あ
っ
た

（
（1
（

。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
分
か
る
の
は
、
敵
国
（
対
等
）
か
否
か
の
判
断
基
準
は
、
君
主
号
で
は
な
く
あ
く
ま
で
そ
の
政
治
的
自
立
性
に
拠
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
君
主
号
を
基
準
に
「
敵
国
」
と
対
等
を
分
離
す
る
山
崎
の
理
解
（
図
１
）
は
成
立
し
な
い
。
五
代
十
国
期
に
お
い
て
も
敵
国
は
対
等
と
解
釈

す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
対
象
に
は
十
国
「
国
主
」
だ
け
で
な
く
十
国
「
皇
帝
」
も
含
ま
れ
た
、
と
考
え
て
お
く
の
が
落
と
し
所
だ
ろ
う

（
（1
（

。

　

な
お
、（
図
１
）
に
あ
る
「
抗
礼
」
が
「
亢
礼
」、
す
な
わ
ち
平
等
の
関
係
を
意
味
す
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
つ
ま
り
「
敵
国
の
礼
」
と
「
抗
礼
」
と
は
基
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本
的
に
同
義
な
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
今
回
の
事
例
に
お
い
て
、
双
方
の
表
現
に
敢
え
て
相
違
を
想
定
す
る
必
然
性
は
な
い
。

　

以
上
の
検
証
に
基
づ
け
ば
、〔
史
料
２
〕
で
「
敵
国
の
礼
」
と
さ
れ
た
後
蜀
か
ら
後
晋
へ
の
返
書
が
、
中
村
﹇
一
九
九
一
Ａ
、
三
一
一
頁
﹈
や
鄒
・
胡
﹇
一
九

九
四
、
一
三
頁
﹈
の
指
摘
通
り
対
等
関
係
だ
っ
た
こ
と
は
疑
念
の
余
地
が
無
い
。
残
る
問
題
は
如
何
な
る
君
主
号
と
書
式
が
用
い
ら
れ
た
か
だ
が
、〔
史
料
１
〕

で
後
晋
は
後
蜀
君
主
に
対
し
「
皇
帝
」
号
を
使
用
し
、
書
式
と
し
て
は
致
書
の
一
類
型
で
あ
る
「
奉
書
」
を
用
い
た
。
後
蜀
が
こ
れ
に
対
等
の
国
書
を
返
す
際
、

敢
え
て
そ
れ
を
改
変
し
た
と
想
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
な
い
。
既
に
中
村
﹇
一
九
九
一
Ａ
、
三
一
一
頁
﹈
が
述
べ
た
よ
う
に
、
返
書
の
書
式
は
致
書
（
な
い
し

そ
の
類
型
）
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
返
書
の
君
主
号
は
後
蜀
皇
帝
4

4

か
ら
後
晋
皇
帝
4

4

宛
以
外
に
考
え
ら
れ
ま
い
。
要
す
る
に
、
石
敬
瑭
が
希
望
し
た
対
等
な
皇
帝
と
い

う
関
係
が
孟
昶
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章　

後
晋
と
南
唐

（
１
）
後
晋
・
南
唐
間
の
外
交
文
書

①
南
唐
→
後
晋

　

後
晋
と
後
蜀
の
関
係
は
判
明
し
た
の
で
、
次
に
比
較
対
象
と
し
て
後
晋
と
南
唐
の
関
係
を
取
り
上
げ
た
い
。
南
唐
は
、
そ
の
国
号
か
ら
も
分
か
る
通
り
唐
の
後

継
を
標
榜
し
て
お
り
、
中
原
進
出
の
意
思
も
有
し
て
い
た
。
そ
の
成
立
は
後
晋
建
国
の
翌
年
す
な
わ
ち
天
福
二
年
（
九
三
七
）、
呉
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
李
昪

が
呉
皇
帝
か
ら
禅
譲
を
受
け
る
と
い
う
形
で
成
立
し
た
。
そ
こ
で
石
敬
瑭
・
李
昪
期
に
お
け
る
両
国
の
外
交
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
な
交
流
の
記
録
は
、
天
福
五
年
（
九
四
〇
）
に
あ
る
。
こ
の
夏
、
後
晋
の
安
州
節
度
使
李
金
全
が
背
き
、
南
唐
に
通
じ
ん
と
し
た

（
（1
（

。
こ
れ
を
受
け
た
南

唐
軍
は
安
州
城
を
占
拠
し
、
李
金
全
は
麾
下
の
軍
団
数
百
人
と
共
に
南
唐
に
奔
っ
た
。
対
す
る
後
晋
は
安
州
奪
還
を
図
り
南
唐
軍
と
戦
っ
た
。
南
唐
軍
は
敗
北
し

総
大
将
の
李
承
裕
は
殺
害
さ
れ
、
都
監
の
杜
光
鄴
及
び
南
唐
軍
五
百
人
余
り
が
捕
虜
と
し
て
後
晋
朝
廷
へ
送
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
「
皇
帝
（
石
敬
瑭
）
は
「
彼
ら

に
何
の
罪
が
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
、
全
員
に
厚
く
贈
り
物
を
し
て
許
し
（
南
唐
に
）
帰
ら
せ
た

（
（1
（

」
と
い
う
。
史
料
で
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
贈
り
物
と
捕
虜
だ
け

を
送
還
す
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
ず
、
こ
こ
で
は
当
然
、
後
晋
か
ら
何
ら
か
の
手
紙
が
南
唐
に
届
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
石
敬
瑭
の
処
置
に
対
す
る
南
唐
の
反
応
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（『
旧
五
代
史
』
巻
七
九
、
後
晋
高
祖
本
紀
、
一
二
一
一
―
一
二
一
二
頁
）。
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〔
史
料
４
〕
戊
子
、
宿
州
奏
、
淮
東
鎭
移
牒
云
、
本
國
奏
書
於
上
國
皇
帝
。
曰
、
久
增
景
慕
、
莫
會
光
塵
。
但
循
戰
國
之
規
、
敢
預
睦
鄰
之
道
。
一
昨
安
州
有
故
、

脱
難
相
歸
。
邊
校
貪
功
、
乘
便
據
壘
。
矧
機
宜
之
孰
在
、
顧
茫
昧
以
難
申
。
否
臧
皆
凶
、
乃
大
易
之
明
義
。
進
取
不
止
、
亦
聖
人
之
厚
顏
。
適
屬
暑
雨
稍
頻
、

江
波
甚
漲
、
指
揮
未
到
、
事
實
已
違
。
今
者
猥
沐
睿
咨
、
曲
形
宸
旨
、
歸
其
俘
獲
、
示
以
英
仁
。
其
如
軍
法
朝
章
、
彼
此
不
可
。
揚
名
建
德
、
曲
直
相
懸
。

雖
認
好
生
、
匪
敢
聞
命
。
其
杜
光
鄴
等
五
百
七
人
、
已
令
却
過
淮
北
。

【
和
訳
】（
天
福
五
年
（
九
四
〇
）
六
月
）
戊
子
、（
後
晋
の
）
宿
州
が
、（
南
唐
の
）
淮
東
鎮
か
ら
牒
が
届
き
、
我
が
国
か
ら
貴
国
の
皇
帝
に
お
手
紙
を
差
し

上
げ
ま
す
、
と
言
っ
て
き
た
と
上
奏
し
て
き
た
。
そ
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。「
長
ら
く
（
貴
殿
を
）
お
慕
い
申
し
上
げ
て
き
た
が
、
な
か
な

か
お
目
に
か
か
る
機
会
が
無
か
っ
た
。（
今
回
）
た
だ
戦
国
の
世
の
習
い
に
則
り
、
思
い
が
け
ず
睦
隣
の
道
（
和
睦
の
提
案
）
に
預
か
っ
た
。
先
ご
ろ
安
州

に
て
事
件
が
あ
り
、こ
の
難
か
ら
逃
れ
た
者
が
お
互
い
（
の
領
域
）
に
帰
順
し
た
。
辺
境
の
軍
将
ら
は
功
績
を
挙
げ
よ
う
と
し
、速
や
か
に
壘
に
立
て
こ
も
っ

た
。
ま
し
て
や
誰
が
こ
の
よ
う
な
事
態
の
機
微
を
心
得
て
い
よ
う
か
、
状
況
は
曖
昧
な
の
で
説
明
申
し
上
げ
る
の
も
難
し
い
。（
戦
時
に
）
規
律
が
守
ら
れ

て
い
な
け
れ
ば
凶
、
と
い
う
の
は
『
易
経
』
に
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
我
先
に
功
名
を
追
い
求
め
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
の
は
、
聖
人
が
厚
顔

と
見
做
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
雨
が
多
く
て
暑
い
季
節
に
当
た
り
、
長
江
の
波
が
高
か
っ
た
の
で
、
司
令
官
が
ま
だ
到
達
し
な
い
う
ち
に
、
物
事
が

誤
っ
た
方
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
び
妄
り
に
も
（
貴
殿
か
ら
の
）
ご
相
談
を
受
け
、
ご
意
向
を
曲
げ
て
ま
で
当
方
の
捕
虜
を
帰
国
さ
せ
、
英
明
な
る

思
い
や
り
を
お
示
し
い
た
だ
い
た
。（
だ
が
）
そ
も
そ
も
軍
法
や
朝
章
と
い
う
も
の
は
、
あ
れ
こ
れ
変
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
名
を
挙
げ
る
こ
と
と
徳

を
行
う
こ
と
、
そ
の
善
悪
は
か
け
離
れ
て
い
る
。（
貴
殿
の
）
殺
生
を
厭
う
仁
心
は
認
め
る
が
、
そ
の
お
導
き
を
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
杜
光

鄴
等
五
百
七
人
は
、
既
に
淮
北
へ
送
り
返
し
た
」
と
。

　

天
福
五
年
（
九
四
〇
）
六
月
、
後
晋
の
宿
州
は
、
南
唐
の
淮
東
鎮
よ
り
牒
が
届
い
た
と
上
奏
し
た
。
牒
と
は
元
々
統
属
関
係
に
無
い
官
府
・
官
人
間
の
連
絡
に

利
用
さ
れ
た
文
書
だ
っ
た
が
、
唐
後
半
期
か
ら
北
宋
・
遼
に
な
る
と
前
線
の
官
府
間
で
の
外
交
へ
と
利
用
範
囲
が
拡
大
し
て
い
た

（
（1
（

。
本
史
料
の
場
合
も
、
淮
東
鎮

と
い
う
官
府
が
異
国
の
管
轄
下
に
あ
る
宿
州
に
対
し
て
、
外
交
文
書
と
し
て
牒
を
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
淮
東
鎮
牒
の
中
に
「
本
國
奏
書
於
上
國
皇
帝
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
。
続
く
「
曰
」
以
下
は
こ
の
「
奏
書
」
の
内
容
、
お
そ
ら
く
は
南
唐
中
央
政
府
の
意

思
で
あ
ろ
う

（
（1
（

。
つ
ま
り
こ
の
文
章
は
、
宿
州
の
上
奏
文
に
淮
東
鎮
牒
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
淮
東
鎮
牒
に
奏
書
が
引
用
さ
れ
る
と
い
う
二
重
の
入
れ
子
構
造
に
な
っ
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て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
晋
が
手
に
し
た
の
が
奏
書
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
引
用
し
た
淮
東
鎮
牒
で
あ
っ
た
事
実
を
、
こ
こ
で
は
確
認
し
て
お
き
た

い
（
（2
（

。

　

さ
て
、「
曰
」
以
下
で
示
さ
れ
た
南
唐
の
見
解
は
お
お
よ
そ
次
の
二
点
で
あ
る
。
第
一
に
安
州
戦
役
に
つ
い
て
、
自
軍
の
進
攻
は
現
場
の
暴
走
で
状
況
を
把
握

し
て
い
な
い
と
し
、
中
央
の
責
任
に
は
言
及
し
て
い
な
い

（
（2
（

。
第
二
に
杜
光
鄴
ら
の
処
遇
に
つ
い
て
、
軍
法
や
朝
章
の
厳
守
を
理
由
に
、
既
に
淮
河
以
北
す
な
わ
ち

後
晋
に
送
り
返
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
文
言
は
極
め
て
慇
懃
な
が
ら
も
、
南
唐
は
石
敬
瑭
の
厚
意
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。

②
後
晋
→
南
唐

　

こ
れ
を
受
け
て
、
石
敬
瑭
は
再
度
南
唐
と
の
接
触
を
試
み
た
。『
旧
五
代
史
』
は
〔
史
料
４
〕
に
続
け
て
、
そ
の
対
応
と
顛
末
を
次
の
よ
う
に
記
す
（『
旧
五
代

史
』
巻
七
九
、
後
晋
高
祖
本
紀
、
一
二
一
二
頁
）。

〔
史
料
５
〕
帝
復
書
曰
、
昨
者
災
生
安
陸
、
釁
接
漢
陽
。
當
三
伏
之
炎
蒸
、
動
兩
朝
之
師
旅
。
豈
期
邊
帥
、
不
稟
上
謀
。
洎
復
城
池
、
備
知
本
末
。
尋
已
捨
諸
俘
執
、

還
彼
鄉鄉
閭
。
不
唯
念
效
命
之
人
、
兼
亦
敦
善
鄰
之
道
。
今
承
來
旨
、
將
正
朝
章
。
希
循
宥
罪
之
文
、
用
廣
崇
仁
之
美
。
其
杜
光
鄴
等
、
再
令
歸
復
。
尋
遣
使

押
光
鄴
等
於
桐
墟
渡
淮
、
淮
中
有
棹
船
、
甲
士
拒
之
、
南
去
不
果
。
詔
光
鄴
等
歸
京
師
、
授
以
職
秩
、
其
戎
士
五
百
人
、
立
爲
顯
義
都
。

【
和
訳
】
皇
帝
（
石
敬
瑭
）
は
返
書
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
さ
き
ご
ろ
安
陸
（
安
州
）
で
災
厄
が
生
じ
、
そ
の
過
ち
は
漢
陽
に
ま
で
及
ん
だ
。
三
伏
の
炎

暑
で
あ
っ
た
が
、
両
国
の
軍
団
を
動
員
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
ど
う
し
て
（
そ
ち
ら
の
）
辺
境
を
守
る
司
令
官
が
上
か
ら
の
命
令
を
受
け
な
い
と
考
え
よ
う

か
（
い
や
考
え
も
し
な
か
っ
た
）。（
安
州
）
城
を
回
復
し
て
か
ら
、
詳
細
な
経
緯
を
知
っ
た
次
第
で
あ
る
。
続
い
て
諸
々
の
捕
虜
を
手
放
し
、
既
に
そ
ち
ら

の
故
郷
に
帰
ら
せ
た
。
た
だ
命
が
け
で
戦
っ
た
人
を
思
っ
た
だ
け
で
は
な
い
、
併
せ
て
ま
た
（
貴
国
と
の
）
善
隣
の
道
を
大
切
に
思
う
か
ら
で
あ
る
。
今
お

手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
朝
章
を
正
す
つ
も
り
で
い
る
。（
だ
が
）
ど
う
か
罪
を
赦
す
と
い
う
（
当
方
の
）
言
葉
に
従
い
、
仁
を
尊
ぶ
美
徳
を
押
し
広
め

て
い
こ
う
で
は
な
い
か
。
杜
光
鄴
等
に
つ
い
て
は
、
再
度
貴
国
に
お
返
し
す
る
」
と
。
続
け
て
使
者
を
派
遣
し
杜
光
鄴
等
を
連
れ
て
桐
墟
か
ら
淮
河
を
渡
ろ

う
と
し
た
が
、
淮
河
の
中
に
櫂
付
き
の
船
が
あ
っ
て
、
兵
士
た
ち
が
行
く
手
を
阻
ん
だ
の
で
、
南
に
行
こ
う
と
し
て
も
行
け
な
か
っ
た
。（
石
敬
瑭
は
）
詔

し
て
杜
光
鄴
等
を
京
師
に
帰
ら
せ
、
爵
位
と
官
秩
を
授
け
、
そ
の
兵
士
五
百
人
は
顕
義
都
（
と
い
う
軍
団
）
に
取
り
立
て
た
。
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こ
こ
で
は
、
石
敬
瑭
が
再
度
南
唐
へ
返
書
を
送
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
主
な
見
解
は
、
安
州
戦
役
が
現
場
の
暴
走
と
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
杜
光
鄴
ら

を
再
度
南
唐
に
送
り
返
す
こ
と
の
二
点
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
安
州
戦
役
に
お
け
る
南
唐
の
過
失
を
追
求
し
よ
う
は
せ
ず
、
朝
章
を
正
す
べ
き
と
い
う
要
請
も
一
応

受
容
す
る
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
石
敬
瑭
は
あ
く
ま
で
穏
便
に
杜
光
鄴
ら
を
南
唐
に
引
き
取
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
こ
の
目

論
見
は
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
。
杜
光
鄴
ら
の
帰
還
は
淮
河
上
で
阻
ま
れ
、
結
局
彼
ら
は
後
晋
軍
に
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

で
は
、
一
連
の
や
り
取
り
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
節
で
掘
り
下
げ
た
い
。

（
２
）
文
書
往
来
の
目
的

①
後
晋
の
意
図

　

後
晋
の
捕
虜
と
な
っ
た
杜
光
鄴
に
つ
い
て
は
他
に
史
料
を
見
出
せ
ず
、そ
の
人
物
像
は
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
し
、当
時
捕
虜
の
送
還
が
如
何
な
る
意
味
を
持
っ

た
の
か
に
つ
い
て
は
、
即
位
前
の
李
昪
が
取
っ
た
次
の
よ
う
な
行
動
が
記
録
さ
れ
て
い
る
（『
新
五
代
史
』
巻
六
二
、
南
唐
世
家
第
二
、
李
昪
、
八
六
四
―
八
六

五
頁
）。

〔
史
料
６
〕
及
將
篡篡
國
、
先
與
錢
氏
約
和
、
歸
其
所
執
將
士
、
錢
氏
亦
歸
呉
敗
將
、
遂
通
好
不
絕絕
。

【
和
訳
】（
李
昪
が
呉
）
国
を
簒
奪
せ
ん
と
し
た
と
き
、
あ
ら
か
じ
め
（
呉
越
の
）
銭
氏
と
和
平
を
約
束
し
、
自
国
が
捕
ら
え
た
（
呉
越
の
）
将
軍
・
兵
士
を

（
呉
越
に
）
返
し
、
銭
氏
も
ま
た
呉
の
敗
将
を
返
還
し
、
つ
い
に
（
両
国
の
）
修
好
が
絶
え
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

こ
れ
は
李
昪
が
呉
を
簒
奪
す
る
前
、
南
方
の
呉
越
に
対
し
捕
虜
を
返
還
し
た
と
の
記
録
で
あ
る
。
彼
の
目
的
は
、
呉
越
と
の
「
和
」
を
約
束
す
る
こ
と
に
あ
っ

た
。
そ
れ
を
受
け
て
呉
越
は
呉
の
捕
虜
を
送
還
し
、
両
国
の
修
好
が
成
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
捕
虜
の
返
還
と
そ
の
受
入
と
い
う
一
連
の
行
為
は
、
相
手
国
と
の

和
平
を
了
承
し
あ
う
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
、
石
敬
瑭
が
一
貫
し
て
杜
光
鄴
ら
を
南
唐
に
返
そ
う
と
し
た
の
も
、
南
唐
と
の
和
平
を
模
索
し
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
両

外
交
文
書
の
文
言
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。〔
史
料
４
〕
で
は
南
唐
が
、
後
晋
か
ら
「
睦
鄰
之
道
」
す
な
わ
ち
和
睦
の
提
案
に
「
預
」
か
っ
た
と
述
べ
た
。
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ま
た
、〔
史
料
５
〕
で
は
石
敬
瑭
自
身
が
「
善
鄰
之
道
」
を
重
視
し
た
い
と
提
案
し
た
。

　

た
だ
し
、
国
際
関
係
、
と
り
わ
け
国
書
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
「
鄰
（
隣
）」
に
は
、
和
睦
・
友
好
以
上
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
対
等
で
あ
る
。

唐
代
の
場
合
、「
隣
」
或
い
は
「
隣
好
」
と
い
う
表
現
で
対
等
関
係
を
示
す
用
例
が
、
唐
・
吐
蕃
間
お
よ
び
渤
海
・
新
羅
・
日
本
間
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

字
句
を
用
い
た
場
合
、
自
国
と
相
手
国
と
は
附
傭
国
で
も
従
属
関
係
で
も
な
か
っ
た
﹇
石
井
一
九
七
五
、
二
六
九
―
二
七
一
頁
／
赤
羽
目
二
〇
一
八
、
五
八
―
五

九
頁
﹈。
実
は
第
一
章
で
見
た
対
等
関
係
の
前
蜀
宛
て
国
書
（〔
史
料
１
〕
参
照
）
に
も
、「
鄰
好
」
の
文
言
が
使
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
用
法
が
五
代
期
に
も
適
用

可
能
な
こ
と
が
わ
か
る
。

　

そ
の
こ
と
と
併
せ
る
と
、〔
史
料
５
〕
で
後
晋
が
自
国
と
南
唐
と
を
「
兩
朝
」
と
記
し
た
意
図
も
明
白
と
な
る
。
何
故
な
ら
こ
の
文
言
も
ま
た
、
後
梁
・
前
蜀

や
北
宋
・
契
丹
の
よ
う
な
、
対
等
関
係
に
あ
る
皇
帝
同
士
の
国
書
に
み
え
る
表
現
だ
か
ら
で
あ
る

（
（2
（

。
要
す
る
に
後
晋
側
の
外
交
に
は
、
南
唐
を
対
等
に
扱
っ
た
と

解
釈
せ
ね
ば
理
解
し
難
い
表
現
が
見
出
せ
る
。
相
手
の
立
場
を
頭
ご
な
し
に
否
定
し
て
は
、
和
平
の
成
立
な
ど
見
込
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
石
敬
瑭
の
返
書
の

書
式
は
「
復
書4

」
す
な
わ
ち
致
書
の
類
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
冒
頭
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い

4

4

4

の
は
、
非
常
に
示
唆
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。

②
南
唐
の
意
図

　

対
す
る
南
唐
側
の
外
交
文
書
の
場
合
は
、
石
敬
瑭
を
皇
帝
と
見
做
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
分
か
る
。
淮
東
鎮
牒
所
引
奏
書
の
「
上
國
皇
帝
」
は
言
う
に
お
よ

ば
ず
、「
睿
咨
」（「
睿
」
は
天
子
に
関
す
る
事
柄
に
付
く
語
）
や
「
宸
旨
」（
帝
王
の
意
向
）
を
そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
注
意
す
べ

き
は
、
南
唐
側
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
言
葉
を
発
し
た
主
体
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
国
書
冒
頭
に
は
〔
史
料
１
〕
で
見
た
「
大
晉
皇
帝
奉
書

大
蜀
皇
帝
」
の
よ
う
に
、
受
信
者
の
み
な
ら
ず
発
信
者
が
記
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
該
当
す
る
部
分
は
あ
く
ま
で
淮
東
鎮
牒
に
記
さ
れ
、
し

か
も
「
本
國
奏
書
於
上
國
皇
帝
」
と
あ
る
の
み
で
、「
本
國
」
の
誰
が
4

4

奏
書
の
発
信
者
な
の
か
、
ひ
い
て
は
「
曰
」
以
下
の
内
容
が
誰
の
4

4

意
思
な
の
か
、
明
示
さ

れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
で
見
る
と
、
通
常
な
ら
明
記
さ
れ
る
べ
き
自
国
・
相
手
国
の
国
号
が
そ
れ
ぞ
れ
「
本
國
」「
上
國
」
と
ぼ
か
さ
れ
て

い
る
の
も
気
に
か
か
る
。

　

実
は
牒
の
使
用
に
は
、
内
容
に
中
央
の
意
思
を
反
映
さ
せ
つ
つ
発
信
者
を
辺
境
の
官
府
と
す
る
こ
と
で
責
任
の
所
在
を
不
明
瞭
に
し
、
外
交
上
の
軋
轢
を
回
避

で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
﹇
古
松
二
〇
一
〇
、
二
九
二
頁
﹈。〔
史
料
４
〕
に
見
え
る
牒
の
使
用
法
は
、
ま
さ
に
こ
の
特
性
を
活
用
し
た
事
例
と
い
え
よ

う
。
つ
ま
り
、
後
晋
は
石
敬
瑭
自
ら
修
好
を
求
め
た
が
、
南
唐
の
李
昪
は
表
立
っ
て
動
か
ず
、
自
ら
の
責
任
を
巧
妙
に
回
避
し
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
杜
光
鄴
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ら
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
後
晋
と
の
和
平
を
拒
否
す
る
と
い
う
意
思
表
示
に
外
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
石
敬
瑭
は
執
拗
に
杜
光
鄴
ら
を
返
還
し
よ
う
と
し
、
南
唐
は
強
硬
に
拒
否
し
た
の
だ
ろ
う
か

（
（2
（

。
そ
こ
で
改
め
て
参
考
に
し
た
い
の
が
、

先
に
〔
史
料
６
〕
と
し
て
挙
げ
た
呉
と
呉
越
の
事
例
で
あ
る
。
呉
か
ら
の
捕
虜
返
還
を
受
け
入
れ
た
呉
越
の
場
合
、
和
平
の
証
と
し
て
自
国
も
ま
た
捕
虜
を
呉
に

返
還
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
も
し
南
唐
が
杜
光
鄴
ら
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
和
平
に
了
承
し
た
意
思
表
示
と
な
り
、
そ
の
証
と
し
て
南
唐
も
捕

虜
を
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
先
の
安
州
戦
役
に
て
南
唐
が
獲
得
し
た
人
材
は
、
李
金
全
と
そ
の
軍
団
、
彼
ら
が
所
有
し
た
妓
妾
で
あ
っ

た
（
（2
（

。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
南
唐
が
返
還
す
べ
き
は
こ
れ
ら
の
人
々
、
就
中
事
態
の
発
端
を
作
っ
た
李
金
全
を
措
い
て
他
に
考
え
ら
れ
な
い
。

　

李
金
全
は
吐
谷
渾
人
で
、
幼
少
期
か
ら
李
嗣
源
す
な
わ
ち
後
唐
明
宗
に
仕
え
た

（
（2
（

。
そ
の
亡
命
は
部
下
の
妄
言
を
信
じ
た
た
め
で

（
（2
（

、
元
々
石
敬
瑭
と
の
関
係
が
険

悪
だ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
だ
が
、
建
国
当
初
か
ら
中
原
平
定
の
意
思
を
有
し
た
李
昪
﹇
田
中
一
九
七
五
、
七
頁
﹈
が
彼
を
利
用
せ
ん
と
し
た
可
能
性
は
十
分

想
定
で
き
る
。
事
実
、
後
漢
に
て
乾
佑
元
年
（
九
四
八
）
に
李
守
貞
と
い
う
人
物
が
叛
乱
を
起
こ
す
と
、
南
唐
は
李
金
全
を
総
司
令
官
に
抜
擢
し
て
こ
れ
に
介
入
、

後
漢
領
内
ま
で
進
軍
し
た
﹇
胡
耀
飛
二
〇
一
二
、
四
〇
二
―
四
〇
三
頁
﹈。
つ
ま
り
南
唐
に
と
っ
て
李
金
全
の
受
け
入
れ
は
、
後
晋
の
有
力
武
将
を
引
き
抜
き
、

情
報
や
軍
略
を
入
手
す
る
機
会
で
あ
っ
た

（
（2
（

。
石
敬
瑭
は
そ
の
危
険
性
を
認
知
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
李
金
全
が
南
唐
に
奔
る
前
か
ら
引
き
留
め
工
作
を
行
っ
た
形

跡
が
あ
る

（
（2
（

。
だ
か
ら
こ
そ
石
敬
瑭
は
杜
光
鄴
に
託
け
て
暗
に
李
金
全
の
返
還
を
求
め
、
南
唐
は
李
金
全
の
受
け
入
れ
が
後
の
禍
根

（
（2
（

と
な
ら
ぬ
よ
う
、
李
昪
に
責
任

回
避
の
余
地
を
残
す
方
向
で
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
後
晋
皇
帝
と
南
唐
皇
帝
と
の
関
係
が
、
第
一
章
で
見
た
後
蜀
の
場
合
と
異
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
も
し
こ
こ
で
杜
光
鄴
の
返
還
が
実
現

し
て
い
れ
ば
、
後
晋
・
南
唐
間
に
お
い
て
も
後
晋
・
後
蜀
の
よ
う
な
、
対
等
の
立
場
で
の
友
好
関
係
が
成
立
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
を
拒
絶
し
た
の
は
、

中
原
側
で
は
な
く
南
唐
側
で
あ
っ
た
。

（
３
）
李
昪
期
南
唐
の
国
際
的
位
置

　

と
こ
ろ
で
李
昪
期
の
南
唐
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
外
関
係
を
考
察
で
き
る
有
用
な
史
料
と
し
て
、『
陸
氏
南
唐
書
』
巻
一
、
烈
祖
（
李
昪
）
本
紀
が
あ
る
。
こ

こ
に
は
、
南
唐
と
交
流
を
持
っ
た
諸
国
が
多
数
記
録
さ
れ
て
い
る
（〔
表
１
〕
参
照
）。
そ
こ
で
以
下
で
は
こ
れ
に
拠
り
な
が
ら
、
南
唐
か
ら
見
た
国
際
関
係
を
確

認
し
て
お
き
た
い
（
以
下
、
番
号
①
～
㉖
は
〔
表
１
〕
に
対
応
す
る
）。
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〔表１〕『陸氏南唐書』巻１所見、李昪期の対外関係

年号 西暦 相手国 内容

昇元元 937 南漢・閩・呉越・荊南
荊南
呉越

①10月：�庚子、遣使如漢・閩・呉越・荊南、告即位。
②11月：丁卯、高従誨表請置邸建康、從之。
③11月：己巳、呉越王使將軍袁韜來賀即位。

昇元2 938 荊南
閩
南漢
高麗
契丹
新羅

④正月：甲子、荊南高従誨使龐守規來賀即位。
⑤２月：壬戌、閩使内客省使朱文進來賀即位。
⑥５月：己未、漢使集賢殿學士鄒禹謨來賀即位。
⑦�６月：是月、高麗使正朝廣評侍郎柳勲律來朝貢。
⑧８月：丁亥、契丹使梅里𧛮盧古來聘。
⑨10月：癸未、新羅使來朝貢。

昇元3 939 契丹
後蜀
呉越・荊南

⑩２月：乙未、契丹使曷魯來、以兄禮事帝。
⑪２月：蜀使來賀即位。
⑫４月：�丁未、呉越王使左武衛上將軍沈韜文、荊

南高従誨使王崇嗣、來賀南郊。

昇元4 940 南漢・閩
契丹
高麗
南漢・閩・呉越

⑬３月：丙戌、漢人・閩人來聘。
⑭９月：�戊辰、契丹使梅里掠姑米里來聘、獻狐白裘。
⑮10月：己未、高麗使廣評侍郎柳兢質來貢方物。
⑯11月：�漢使都官郎中鄭翺、閩使客省使葛裕、呉

越使刑部尚書楊嚴來賀仁壽節。

昇元5 941 契丹
呉越
呉越

⑰５月：戊辰、契丹使來。
⑱是歳、呉越水民就食境内、遣使振恤安集之。
⑲�呉越国大火、焚其宮室、帑藏甲兵幾盡、將帥皆
言乘其弊可以得志。帝一切不聽、遣使厚持金幣
唁之。

昇元6 942 南漢
閩
南漢
契丹
南漢
南漢・閩・呉越

⑳閏月：庚寅、漢使區延保來聘。
㉑閏月：癸巳、閩使尚食使林弘嗣來聘。
㉒６月：漢使蕭規來告哀、廢朝三日。
㉓６月：庚午、契丹使掠姑米里來聘、献馬五駟。
㉔８月：甲申、漢使法物使公孫惠來謝襲位。
㉕12月：�閩使徐弘績、漢使勝紹英、呉越使右武衛

大將軍蔣蟠、來賀仁壽節。

昇元7 943 契丹 ㉖正月：�契丹使達羅干等二十七人來聘、献馬三百、
羊三萬五千。

※�⑲は本来巻 1の末尾に記載されているが、『旧五代史』等の編纂史料から昇元元年であっ
たと判明するので、年代順に配列した。
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李
昪
は
即
位
し
た
昇
元
元
年
（
九
三
七
）
十
月
、
そ
れ
を
南
漢
・
閩
・
呉
越
・
荊
南
に
告
げ
た
（
①
参
照
）。
こ
れ
に
い
ち
早
く
反
応
し
た
の
は
荊
南
と
呉
越

で
あ
り
、
前
者
は
邸
店
の
設
置
を
目
的
に
（
②
参
照
）、
後
者
は
即
位
を
祝
賀
し
て
（
③
参
照
）、
い
ず
れ
も
翌
月
の
十
一
月
に
使
者
を
派
遣
し
て
来
た
。
さ
ら
に

翌
年
に
か
け
て
、
荊
南
が
正
式
に
即
位
を
祝
う
使
者
を
派
遣
し
た
ほ
か
（
④
参
照
）、
閩
・
南
漢
も
同
様
の
名
目
で
遣
使
し
て
い
る
（
⑤
⑥
参
照
）。
六
月
以
降
、

高
麗
・
新
羅
が
「
朝
貢
」
に
訪
れ
（
⑦
⑨
参
照
）、
契
丹
も
「
来
聘
」
し
た
（
⑧
参
照
）。
即
位
か
ら
二
年
後
の
昇
元
三
年
（
九
三
九
）
二
月
に
は
、
後
蜀
も
即
位

を
祝
う
使
者
を
派
遣
し
た
（
⑪
参
照
）。

　

こ
れ
ら
の
中
で
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
契
丹
で
あ
る
。
契
丹
は
交
易
目
的
、
南
唐
は
軍
事
目
的
で
相
互
に
接
近
し
た
﹇
松
田
一
九
八
五
、
三
〇
〇
頁
﹈。
李

昪
没
後
で
は
あ
る
が
、
契
丹
か
ら
南
唐
に
宛
て
た
国
書
が
『
陸
氏
南
唐
書
』
巻
一
八
、
契
丹
伝
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
に
よ
っ
て
南
唐
皇
帝
と
契
丹
皇

帝
が
完
全
に
対
等
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
松
田
一
九
八
五
、
二
九
五
頁
／
中
西
二
〇
〇
五
、
一
〇
〇
―
一
〇
一
頁
﹈。
⑩
に
よ
れ
ば
、
契
丹
の
使
者
が

李
昪
に
兄
事
し
た
と
も
い
う
。
少
な
く
と
も
契
丹
か
ら
見
れ
ば
、
南
唐
は
後
晋
と
異
な
り
、
自
国
か
ら
完
全
に
自
立
し
た
政
権
で
あ
っ
た
。

　

次
い
で
看
過
で
き
な
い
の
が
、
荊
南
と
呉
越
の
動
向
で
あ
る
。
荊
南
節
度
使
・
南
平
王
の
高
従
誨
は
天
福
二
年
（
九
三
七
）
正
月
に
、
呉
越
国
王
の
銭
元
瓘
は

そ
の
翌
月
に
そ
れ
ぞ
れ
石
敬
瑭
か
ら
功
臣
号
を
与
え
ら
れ
た
う
え
で
そ
の
正
朔
を
奉
じ
て
お
り

（
（3
（

、
こ
の
点
だ
け
見
れ
ば
両
者
は
い
ず
れ
も
後
晋
の
臣
下
だ
っ
た
ご

と
く
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
昇
元
三
年
（
九
三
九
）
に
李
昪
が
南
郊
祭
祀
を
実
施
す
る
と
、
両
者
は
揃
っ
て
南
唐
に
対
し
祝
賀
の
使
者
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
（
⑫

参
照
）。
言
う
ま
で
も
な
く
、
南
郊
祭
祀
は
天
を
祀
り
自
ら
が
天
子
た
る
こ
と
を
可
視
化
す
る
、
極
め
て
重
要
な
国
家
儀
礼
で
あ
っ
た

（
（3
（

。
そ
こ
に
使
者
を
派
遣
す

る
こ
と
は
、
南
唐
皇
帝
の
正
統
性
を
支
持
し
、
宣
揚
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
高
従
誨
は
後
晋
に
付
託
し
た
後
も
、「
南
漢
や
閩
・
蜀
が
み
な
称
帝
す
る
と
、
高
従
誨
は
そ
の
向
か
う
所
に
（
み
な
）
臣
下
と
称
し
た

（
（3
（

」
と
い
う
。
こ

れ
は
彼
の
狡
猾
さ
を
強
調
す
る
逸
話
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
状
説
に
あ
っ
て
は
十
分
に
現
実
的
な
対
応
で
あ
る
。
先
に
確
認
し
た
南
郊
祭
祀
へ
の
使
者
派
遣
を
踏

ま
え
る
と
、
荊
南
が
南
唐
に
も
称
臣
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。

　

ま
た
、
呉
越
の
場
合
は
南
郊
祭
祀
に
加
え
、
李
昪
の
誕
生
祭
で
あ
る
仁
寿
節
に
も
、
確
認
で
き
る
限
り
二
度
使
者
を
派
遣
し
た
（
⑯
㉕
参
照
）。
皇
帝
の
誕
生

日
を
国
家
行
事
と
し
て
祝
う
習
慣
は
唐
の
玄
宗
期
に
始
ま
り
、唐
後
半
期
に
は
特
に
藩
鎮
か
ら
盛
ん
な
貢
献
が
行
わ
れ
た

（
（3
（

。
呉
越
も
ま
た
後
晋
に
臣
従
す
る
反
面
、

南
唐
と
密
接
に
結
び
付
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
南
唐
は
、
呉
越
に
大
火
や
水
害
が
あ
っ
た
昇
元
五
年
（
九
四
一
）
に
金
幣
を
送
る
な
ど
友
好
姿
勢
を

維
持
し
続
け
た
（
⑱
⑲
参
照
）。
李
昪
の
時
期
、
呉
越
と
南
唐
が
友
好
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
掲
の
〔
史
料
６
〕
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る

（
（3
（

。
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要
す
る
に
当
時
の
諸
勢
力
は
、
相
手
に
応
じ
た
多
面
的
な
外
交
を
使
い
分
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
後
晋
と
の
関
係
が
安
定
せ
ず
呉
越
や
南
漢
と
も
通
婚
し

た
閩
君
主

（
（3
（

が
、
仁
寿
節
も
含
め
て
し
ば
し
ば
南
唐
に
遣
使
し
て
い
た
こ
と
（
⑬
⑯
㉑
㉕
参
照
）、
先
に
後
晋
と
対
等
関
係
を
築
い
た
後
蜀
皇
帝
（
第
一
章
参
照
）

が
南
唐
皇
帝
の
即
位
を
祝
賀
す
る
使
者
を
派
遣
し
て
い
る
こ
と
（
⑪
参
照
）
な
ど
か
ら
も
窺
え
よ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
〔
表
１
〕
に
挙
が
ら
な
い
楚
の
よ
う
に
、
南
唐
と
は
不
和
で
専
ら
中
原
と
の
修
好
に
注
力
し
た
勢
力
も
あ
っ
た
﹇
彭
文
峰
二
〇
一
四
、
一

六
一
頁
﹈。
た
だ
し
一
方
で
後
晋
に
は
通
じ
ず
、
中
原
皇
帝
を
「
洛
州
刺
史
」
と
呼
ん
だ
と
す
る
史
料

（
（3
（

さ
え
存
在
す
る
南
漢
の
よ
う
な
事
例
も
確
認
で
き
る
﹇
陳

欣
二
〇
一
〇
、
三
一
八
頁
﹈。
南
漢
が
最
も
重
視
し
友
好
関
係
を
築
い
た
の
は
南
唐
で
﹇
陳
欣
二
〇
一
〇
、
三
四
八
頁
﹈、〔
表
１
〕
か
ら
は
南
漢
が
南
唐
の
仁
寿

節
（
⑯
㉕
参
照
）
の
み
な
ら
ず
君
主
の
崩
御
と
交
替
の
際
（
㉒
㉔
参
照
）
に
も
使
者
を
派
遣
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
態
度
の
差
は
、
南
漢
に
と
っ
て
中

原
皇
帝
よ
り
南
唐
皇
帝
と
の
紐
帯
の
方
が
重
要
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
当
時
の
勢
力
の
多
く
は
、
少
な
く
と
も
後
晋
と
南
唐
と
の
両
面
を
見
据
え
た
外
交
指
針
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
に

は
荊
南
の
よ
う
に
複
数
の
皇
帝
に
称
臣
す
る
勢
力
も
存
在
し
た
。
早
く
に
日
野
﹇
一
九
八
〇
、
六
四
頁
﹈
は
中
原
と
南
唐
と
の
二
元
的
な
中
核
の
存
在
を
指
摘
し

た
が
、
近
年
久
保
田
和
男
﹇
二
〇
一
九
Ａ
、
二
六
頁
／
二
〇
一
九
Ｂ
、
一
一
頁
﹈
は
そ
れ
を
さ
ら
に
進
め
、
当
時
の
認
識
と
し
て
は
後
晋
よ
り
も
南
唐
に
正
統
性

が
あ
っ
た
と
主
張
し
た

（
（3
（

。
史
料
の
偏
差
が
極
め
て
大
き
い
た
め
中
原
と
南
唐
の
比
較
以
上
の
作
業
が
困
難
な
点
、
と
り
わ
け
十
国
間
の
横
の
繋
が
り

（
（3
（

と
そ
の
政
治

的
関
係
を
こ
こ
で
掘
り
下
げ
き
れ
な
い
点
は
惜
し
ま
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
当
時
は
相
手
に
応
じ
た
い
く
つ
も
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
二
面
・
三
面

外
交
が
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
よ
う
。
第
一
章
で
見
た
後
晋
・
後
蜀
間
国
書
も
踏
ま
え
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
後
晋
石
敬
瑭
期
に
お
い
て
は
、
中
原

を
中
心
と
し
た
「
天
下
秩
序
」
は
適
用
で
き
な
い
。

　

こ
こ
ま
で
二
章
に
亘
っ
て
、
石
敬
瑭
期
の
対
十
国
関
係
を
見
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
石
敬
瑭
の
対
応
の
柔
軟
さ
で
あ
る
。
彼
は
、
姻
戚
関
係

の
あ
る
後
蜀
と
は
対
等
に
修
好
し
、
南
唐
に
対
し
て
も
決
し
て
高
圧
的
な
態
度
に
は
出
な
か
っ
た
。
彼
は
む
や
み
に
中
原
皇
帝
と
し
て
の
優
越
性
を
振
り
か
ざ
す

こ
と
な
く
、
相
手
に
配
慮
し
た
外
交
を
実
行
し
て
い
た
の
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
契
丹
に
臣
従
し
た
皇
帝
と
い
う
石
敬
瑭
の
立
場
は
、
当
時
の
他
の
皇
帝
と
比
較
す
れ
ば
特
殊
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼
の
外
交
姿
勢
に
影
響
を
与
え
た

か
も
し
れ
な
い
﹇
廣
瀬
二
〇
一
八
、
四
七
頁
﹈。
だ
が
、
中
原
皇
帝
と
十
国
皇
帝
と
の
修
好
に
は
、
既
に
後
梁
皇
帝
と
前
蜀
皇
帝
と
い
う
先
例
﹇
新
見
二
〇
二
二
﹈

が
あ
っ
た
。
後
梁
は
契
丹
に
臣
従
し
て
い
な
か
っ
た
（
む
し
ろ
耶
律
阿
保
機
を
可
汗
に
冊
封
し
た
の
は
後
梁
で
あ
る
）
た
め
、
契
丹
と
の
関
係
の
み
が
中
原
王
朝
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の
態
度
を
規
定
し
た
と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
後
梁
と
後
晋
の
中
間
期
に
当
た
る
後
唐
の
場
合
、
外
交
の
場
で
十
国
君
主
を
皇
帝
と
呼
ぶ
こ
と
は

あ
り
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
こ
の
点
を
検
証
し
た
い
。

第
三
章　

後
唐
と
前
蜀

（
１
）
外
交
使
節
関
連
史
料
状
況

　

後
唐
建
国
時
、他
に
皇
帝
を
名
乗
っ
た
勢
力
と
し
て
契
丹
に
次
ぐ
存
在
だ
っ
た
の
は
前
蜀
で
あ
る
。
当
時
の
皇
帝
王
衍
と
李
存
勗
と
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
は
、

先
に
第
一
章
（
２
）
で
「
敵
国
の
礼
」
を
検
証
し
た
際
、『
旧
五
代
史
』
荘
宗
本
紀
所
掲
の
「
大
蜀
皇
帝
上
書
大
唐
皇
帝
」
と
い
う
国
書
を
取
り
上
げ
た
。
と
こ

ろ
で
『
旧
五
代
史
』
王
衍
伝
に
は
こ
れ
に
関
す
る
記
述
が
無
い
代
わ
り
、
前
蜀
が
後
唐
に
「
大
蜀
国
主
致
書
上
大
唐
皇
帝
」
と
い
う
国
書
を
送
っ
た
と
の
記
述
が

あ
る
（『
旧
五
代
史
』
巻
一
三
六
、
王
衍
伝
、
二
一
二
〇
頁
）。

〔
史
料
７
〕
唐
莊
宗
平
梁
、
遣
使
告
捷
於
蜀
。
蜀
人
恟
懼
、
致
禮
復
命
、
稱
大
蜀
國
主
致
書
上
大
唐
皇
帝
、
詞
理
稍
抗
、
莊
宗
不
能
容
、
遣
客
省
使
李
嚴
報
聘
。

【
和
訳
】
後
唐
の
荘
宗
が
後
梁
を
平
定
し
、
使
者
を
遣
わ
し
て
勝
利
を
前
蜀
に
告
げ
た
。
蜀
の
人
は
恐
れ
、
礼
を
極
め
て
朝
命
に
応
え
、「
大
蜀
国
主
よ
り
大

唐
皇
帝
に
お
手
紙
を
上
し
ま
す
」
と
称
し
た
が
、
そ
の
言
葉
遣
い
が
ほ
ぼ
対
等
だ
っ
た
の
で
、
荘
宗
は
容
認
で
き
ず
、
客
省
使
の
李
厳
を
遣
わ
し
て
来
訪
の

返
使
と
し
た
。

　

こ
こ
で
描
か
れ
た
経
緯
は
、
ま
ず
李
存
勗
が
後
梁
平
定
直
後
に
前
蜀
へ
使
者
を
派
遣
し
、
こ
れ
を
恐
れ
た
前
蜀
が
件
の
国
書
を
持
参
、
し
か
し
そ
の
文
言
を
不

快
に
思
っ
た
後
唐
が
再
度
、
李
厳
な
る
人
物
を
使
者
と
し
て
前
蜀
に
派
遣
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
の
王
衍
伝
の
記
述
は
お
そ
ら
く
相
当
に
簡
略
化
、
な
い
し
省
略
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、『
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
同
光
二
年
（
九
二
四
）

四
月
戊
申
条
の
考
異
（
八
九
二
一
頁
）
に
は
、
李
存
勗
即
位
か
ら
両
国
が
交
戦
に
至
る
ま
で
の
使
者
の
往
来
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
四
種
類
の
史
料
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（�

人
名�

は
使
者
の
名
。
紙
幅
の
関
係
上
、
原
文
の
み
を
掲
げ
る
）。
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Ⓐ
『
実
録
』
︙
︙
︙
︙
︙
「
七
月
戊
午
、
蜀
遣�

歐
陽
彬�

朝
貢
。
十
月
癸
巳
、
遣
客
省
使�

李
嚴�

充
蜀
川
回
信
使
。
三
年
八
月
戊
辰
、�

嚴�

自
西
川
回
」

Ⓑ
『
蜀
書
』
︙
︙
︙
︙
︙
「
四
月
己
巳
朔
、
唐
使�

李
嚴�

來
聘
。
五
月
戊
申
、
遣�

嚴�

歸
本
國
。
十
一
月
己
未
朔
、
遣�

彬�

爲
唐
國
通
好
使
」

Ⓒ
『
錦
里
耆
旧
伝
』
︙
︙
「
是
歲
遣�

歐
陽
彬�

通
聘
洛
京
、
莊
宗
遣�

李
嚴�

來
脩
好
」

Ⓓ
『
十
国
紀
年
蜀
史
』
︙
「
九
月
己
亥
、
唐
帝
遣�

李
彥
稠�

來
使
。
十
一
月
辛
丑
、
遣�

彥
稠�

東
還
」

　

Ⓐ
の
『
実
録
』
は
お
そ
ら
く
後
唐
荘
宗
の
実
録
、
Ⓑ
の
『
蜀
書
』
は
後
蜀
に
て
編
纂
さ
れ
た
前
蜀
の
正
史
で
あ
り

（
（3
（

、
Ⓒ
の
『
錦
里
耆
旧
伝
』
は
北
宋
の
開
宝
三

年
（
九
七
〇
）
に
成
立
し
た
前
蜀
・
後
蜀
の
通
史
的
な
史
料
で
あ
る

（
（4
（

。
Ⓓ
の
『
十
国
紀
年
蜀
史
』
は
詳
細
不
明
だ
が
や
は
り
蜀
側
の
歴
史
を
記
し
た
史
書
と
推
定

さ
れ
る
。

　

ま
ず
明
ら
か
な
よ
う
に
、
李
厳
が
蜀
に
赴
い
た
年
月
が
、
各
史
料
で
一
致
し
な
い
。
Ⓐ
と
Ⓑ
の
年
号
は
い
ず
れ
も
同
光
二
年
（
九
二
四
）
と
推
定
さ
れ
る
が
、

Ⓐ
で
は
十
月
に
後
唐
を
出
発
し
て
翌
年
八
月
に
帰
国
、
Ⓑ
で
は
四
月
に
蜀
に
到
着
し
て
同
年
五
月
に
出
国
し
て
い
る
。
し
か
も
、
李
厳
と
前
蜀
の
使
者
欧
陽
彬
の

派
遣
順
序
が
Ⓐ
と
Ⓑ
で
逆
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で
双
方
の
す
り
合
わ
せ
は
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ⓒ
の
記
事
は
現
存
の
『
錦
里
耆
旧
伝
』
で
は
咸
康
元

年
す
な
わ
ち
同
光
三
年
（
九
二
五
）
の
条
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
Ⓐ
・
Ⓑ
と
は
編
年
が
異
な
る

（
（4
（

。
加
え
て
Ⓓ
に
は
、
別
の
後
唐
の
使
者
、
李
彦
稠
ま
で
登
場
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、『
資
治
通
鑑
』
は
Ⓑ
と
Ⓓ
を
組
み
合
わ
せ
、
同
光
二
年
（
九
二
四
）
四
月
、
後
唐
か
ら
前
蜀
へ
李
厳
の
派
遣�

↓�

五
月
戊
申
、

李
厳
帰
国�

↓�

八
月
、
後
唐
か
ら
前
蜀
へ
李
彦
稠
を
派
遣�
↓�
九
月
、
李
彦
稠
が
成
都
に
到
着�

↓�

十
一
月
、
前
蜀
の
使
者
欧
陽
彬
が
後
唐
へ
到
着
、
と
い
う
経
緯

を
描
い
た
。
た
だ
し
そ
の
論
拠
は
不
明
瞭
で
あ
り

（
（4
（

、
か
つ
こ
こ
に
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
『
蜀
檮
杌

（
（4
（

』
に
は
乾
徳
六
年
（
同
光
二
年
、
九
二
四
）
九
月
に
後
唐
か
ら

前
蜀
へ
、
李
稠
な
る
人
物
が
派
遣
さ
れ
た
と
の
記
述
も
存
在
し
て
い
る

（
（4
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
両
国
間
に
お
け
る
使
者
往
来
の
経
緯
や
順
序
は
、
現
時
点
で
は
復
元
で
き
な
い
。
た
だ
、
史
料
が
混
乱
す
る
ほ
ど
頻
繁
に
両
国
間
を
使
者
が
往

来
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
読
み
取
れ
よ
う
。
事
実
、
羅
家
祥
﹇
二
〇
一
四
、
八
八
頁
﹈
は
、
正
確
な
年
月
日
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
欧
陽
彬
が
少
な
く

と
も
二
回
、
後
唐
に
派
遣
さ
れ
た
と
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
前
蜀
は
二
通
以
上
の
国
書
を
後
唐
に
送
っ
た
は
ず
で
、
交
渉
の
推
移
に
よ
っ
て
前
蜀
の
君
主
号

が
「
国
主
」
と
「
皇
帝
」
と
の
間
で
変
動
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い

（
（4
（

。

　

実
は
王
衍
と
李
存
勗
の
交
流
は
、
後
唐
建
国
以
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。『
旧
五
代
史
』
荘
宗
本
紀
、
天
祐
十
八
年
（
九
二
一
）
正
月
条
に
は
「
こ
の
時
、
淮
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南
の
楊
溥
と
西
川
の
王
衍
は
、
皆
な
使
者
を
遣
わ
し
て
手
紙
を
送
り
、
帝
（
李
存
勗
）
に
唐
の
帝
位
を
継
ぐ
よ
う
求
め
た
が
、
帝
は
従
わ
な
か
っ
た

（
（4
（

」
と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、「
淮
南
の
楊
溥
」
す
な
わ
ち
呉
国
王
楊
溥
と
並
び
、「
西
川
の
王
衍
」
す
な
わ
ち
前
蜀
皇
帝
王
衍
が
李
存
勗
に
唐
皇
帝
と
し
て
即
位
す
る
よ
う
促
し
て

い
る
。
こ
の
時
点
で
の
王
衍
は
、
李
存
勗
が
皇
帝
と
な
る
こ
と
に
好
意
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
（4
（

。
ま
た
同
光
二
年
（
九
二
四
）
正
月
に
は
、「
天
使
」
を
騙
る

者
が
汴
州
回
復
を
報
告
し
て
き
た
と
王
衍
か
ら
李
存
勗
に
通
達
し
て
い
る

（
（4
（

。

　

た
だ
、
前
掲
〔
史
料
７
〕
か
ら
は
後
梁
の
滅
亡
に
伴
い
事
情
が
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
李
存
勗
が
呉
国
王
楊
溥
に
「
詔
」
を
降
そ
う
と
し
た
の
が

こ
の
時
期
だ
っ
た
こ
と
（
第
一
章
〔
史
料
３
〕
参
照
）
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
李
存
勗
は
か
つ
て
即
位
を
支
持
し
て
く
れ
た
勢
力
を
、
自
身
の
臣
下
と
し
て
取

り
込
も
う
と
画
策
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
李
存
勗
に
先
ん
じ
て
帝
位
に
就
き
、
皇
帝
へ
の
推
挙
と
い
う
恩
も
売
っ
た
王
衍
と
の
間
で
、
摩
擦
が

生
じ
始
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
も
し
山
崎
﹇
二
〇
〇
二
、
一
三
五
頁
﹈
の
想
定
通
り
、
後
梁
滅
亡
直
後
に
「
大
蜀
国
主
致
書
上
大
唐
皇
帝
」
と
称
す
国

書
を
送
っ
た
王
衍
が
そ
の
後
改
め
て
「
大
蜀
皇
帝
上
書
大
唐
皇
帝
」
と
の
国
書
を
送
っ
た
の
な
ら
ば
、そ
れ
は
王
衍
が
次
第
に
後
唐
へ
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
い
っ

た
反
映
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
は
、
前
蜀
か
ら
後
唐
へ
、
二
種
類
の
君
主
号
を
用
い
た
国
書
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
史
料
上
の
誤
り

と
は
断
定
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

（
２
）
李
厳
「
笏
記
」
の
分
析

　

前
蜀
か
ら
後
唐
に
宛
て
た
国
書
に
お
い
て
王
衍
の
君
主
号
が
二
種
類
記
録
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
次
な
る
疑
問
は
、
後
唐
側
が
王
衍
を
ど
の
よ
う
に
呼
称
し

た
か
が
で
あ
る
。
も
し
呉
国
王
楊
溥
へ
の
対
応
が
当
時
の
李
存
勗
の
基
本
姿
勢
な
ら
、
王
衍
に
対
し
て
も
一
貫
し
て
国
主
待
遇
で
臨
み
、
外
交
に
関
わ
る
文
書
も

そ
れ
に
準
じ
て
作
成
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
残
念
な
が
ら
、
両
国
が
交
戦
に
至
る
前
に
お
い
て
、
後
唐
か
ら
前
蜀
に
宛
て
た
国
書
そ
の
も
の
に
関
す
る
記
述

は
管
見
の
限
り
見
つ
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
後
唐
か
ら
前
蜀
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
、
李
厳
の
動
向
に
着
目
し
た
い
（『
旧
五
代
史
』
巻
七
〇
、
李
厳
伝
、

一
〇
八
四
頁
）。

〔
史
料
８
〕
同
光
中
、
爲
客
省
使
、
奉
使
於
蜀
。
及
與
王
衍
相
見
、
陳
使
者
之
禮
。
因
於
笏
記
中
具
述
莊
宗
興
復
之
功
、
其
警
句
云
、
纔
過
汶
水
縛
王
彥
章
於
馬
前
、

旋
及
夷
門
、
斬
朱
友
貞
於
樓
上
。
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【
和
訳
】
同
光
年
間
、（
李
厳
は
）
客
省
使
と
な
り
、
前
蜀
に
朝
使
と
し
て
赴
い
た
。
王
衍
と
見
え
た
際
、
使
者
の
礼
を
述
べ
た
。
そ
こ
で
、
笏
記
の
中
で
詳

し
く
荘
宗
の
中
興
の
功
績
を
述
べ
、
警
告
の
句
と
し
て
「
や
っ
と
汶
水
を
亘
っ
て
王
彦
章
を
馬
前
に
縛
し
、
ま
た
夷
門
に
赴
い
て
朱
友
貞
を
楼
上
に
て
斬
り

ま
し
た
」
と
言
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
李
厳
は
前
蜀
に
派
遣
さ
れ
た
際
、
王
衍
の
前
で
「
笏
記
」
を
読
み
上
げ
た
。
唐
や
宋
・
遼
の
場
合
、
外
国
使
節
は
皇
帝
に
謁
見
し
国
書
と
信

物
を
進
呈
す
る
際
、
自
ら
も
口
上
を
述
べ
る
場
面
が
あ
っ
た

（
（4
（

。
こ
の
「
笏
記
」
は
、
そ
う
し
た
儀
礼
の
際
に
述
べ
る
べ
き
内
容
を
紙
に
書
き
、
笏
の
裏
に
貼
り
付

け
る
な
ど
し
た
読
み
原
稿
の
類
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
李
存
勗
が
後
梁
の
武
将
王
彦
章
を
捕
縛
し
、
後
梁
皇
帝
朱
友
貞
を
斬
っ
た
功
績
だ
っ
た
と
い
う
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
で
の
引
用
は
「
笏
記
」
の
ご
く
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
前
後
も
含
め
た
よ
り
長
文
の
内
容
は
、
北
宋
期
に
成
立
し
た
『
錦
里
耆
旧
伝
』
及
び
『
蜀

檮
杌
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
成
立
年
代
の
早
い
『
錦
里
耆
旧
伝
』
に
拠
り
つ
つ
、「
勿
記
」
か
ら
本
稿
と
関
わ
る
部
分
を
掲
げ
れ
ば
以
下

の
通
り
で
あ
る
（『
錦
里
耆
旧
伝
』
巻
六
、
或
康
元
年
（
九
二
五
）
条
、
六
〇
三
八
頁
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る

（
（5
（

）。

〔
史
料
９
〕
今
則
秦
庭
貢
表
、
兩
浙
稱
臣
。
淮
南
陳
述
職

（
（5
（

之
儀
、
回
紇
備
朝
天
之
禮
。
纔
安
宇
宙
、
便
息
干
戈
。
未
盡
梟
夷
、
方
議
除
翦
。
豈
謂
大
蜀
皇
帝
、
柔

遠
懷
邇
、
居
安
慮
危
。
嘉
我
帝
祚
中
興
、
羣
妖
悉
滅
、
特
遣
蘇
・
張
之
士
、
來
追
唐
蜀
之
歡
。
吾
皇
迥
感
於
蜀
皇

（
（5
（

、
復
禮
遠
酬
於
厚
禮
。
臣
則
叨
承
元
造
、

獲
奉
皇
華
。
載
馳
得
面
於
天
顔
、
戰
汗
不
任
於
跼
地
。

【
和
訳
】
今
す
で
に
秦
庭
（
岐
）
は
（
我
が
唐
に
）
朝
貢
し
、両
浙
（
呉
越
）
は
臣
下
を
称
し
ま
し
た
。
淮
南
（
呉
）
は
職
務
報
告
の
儀
礼
に
（
名
を
）
連
ね
、

回
紇
（
甘
州
ウ
イ
グ
ル
）
は
朝
見
の
礼
を
整
え
ま
し
た
。
や
っ
と
天
下
を
平
定
し
、
次
い
で
戦
争
を
や
め
ま
し
た
。
ま
だ
完
全
に
誅
殺
を
終
え
た
わ
け
で
は

な
く
、
も
う
す
ぐ
（
そ
の
他
の
）
殲
滅
に
つ
い
て
議
論
す
る
と
こ
ろ
で
す
。（
で
す
が
）
ど
う
し
て
、
大
蜀
皇
帝
が
遠
き
と
こ
ろ
か
ら
近
く
ま
で
を
按
撫
し
、

平
時
で
も
危
険
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
で
し
ょ
う
か
。（
大
蜀
皇
帝
は
）
我
が
（
大
唐
の
）
帝
位
が
再
び
興
り
、
悪
人
ど
も
が

悉
く
滅
ん
だ
こ
と
を
祝
い
、
特
別
に
蘇
秦
・
張
儀
の
よ
う
な
才
子
を
派
遣
し
、
唐
・
蜀
の
修
好
を
追
い
求
め
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
我
が
（
大
唐
）
皇
帝
は
は

る
か
に
大
蜀
皇
帝（
の
お
心
）に
感
じ
入
り
、
再
度
お
礼
の
品
を
以
て
遠
く（
貴
国
の
）手
厚
い
贈
り
物
に
お
応
え
し
ま
す
。
臣
は
朝
廷
よ
り
承
っ
て
、
朝
命
を

奉
じ
た
使
者
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
馳
せ
参
じ
て
（
大
蜀
皇
帝
の
）
天
顔
に
見
え
る
こ
と
が
で
き
、冷
や
汗
を
流
し
恐
れ
多
さ
に
耐
え
か
ね
て
お
り
ま
す
。
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こ
の
史
料
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、
王
衍
に
対
し
「
大
蜀
皇
帝
」
と
い
う
呼
び
掛
け
が
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
（
傍
線
部
参
照
）。
ま
た
「
天
顔
に
見
え
る
こ
と

が
で
き
」
た
と
い
う
表
現
は
、
李
厳
が
王
衍
を
前
に
し
て
「
笏
記
」
を
読
み
上
げ
た
と
す
る
〔
史
料
８
〕
の
記
述
を
裏
付
け
る
。
つ
ま
り
李
厳
は
王
衍
の
面
前
で

彼
を
国
主
と
呼
ば
ず
、
前
蜀
の
国
号
「
蜀
」
と
君
主
号
「
皇
帝
」
を
読
み
上
げ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
唐
の
後
継
と
い
う
優
位
性
を
宣
揚
し
た
後
唐
で
す
ら
、
十

国
君
主
に
対
し
て
皇
帝
と
呼
び
掛
け
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
あ
く
ま
で
「
笏
記
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
主
張
は
究
極
的
に
は
李
厳
個
人
の
見
解
か
も
し
れ
な
い

（
（5
（

。
し
か
し
朝
使
で
あ
る
以
上
、
彼

は
当
然
正
式
な
国
書
を
携
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
儀
礼
と
い
う
公
的
な
場
に
お
い
て
、
国
書
の
見
解
と
大
幅
に
異
な
る
主
張
を
李
厳
が
展
開
し

た
と
は
極
め
て
考
え
に
く
い
。
少
な
く
と
も
前
蜀
に
と
っ
て
、
そ
の
発
言
や
振
舞
い
は
後
唐
皇
帝
李
存
勗
の
意
思
を
踏
ま
え
た
も
の
と
映
っ
た
だ
ろ
う
。

　

李
厳
派
遣
の
背
景
に
つ
い
て
、前
掲
〔
史
料
７
〕
は
前
蜀
国
書
に
対
す
る
李
存
勗
の
不
快
感
が
動
機
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
す
。
一
方
で
『
資
治
通
鑑
』
は
「
初

め
、帝
（
李
存
勗
）
は
李
厳
を
蜀
に
赴
か
せ
、馬
を
も
っ
て
宮
中
の
貴
重
な
物
品
を
購
入
さ
せ
よ
う
と
し
た

（
（5
（

」
と
、李
厳
が
交
易
の
使
命
を
負
っ
て
い
た
と
し
、『
旧

五
代
史
』
荘
宗
本
紀
も
同
様
の
記
事
を
載
せ
る

（
（5
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
朝
使
で
あ
る
彼
は
ま
ず
前
蜀
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
王
衍
と
の
交
渉
の
席
に
着
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
初
め
か
ら
相
手
に
拒
否
さ
れ
か
ね
な
い
態
度
を
取
っ
て
は
目
的
を
叶
え
ら
れ
な
い
。
事
実
、
李
厳
は
「
笏
記
」
中
で
、
前
蜀
が
「
唐
・

蜀
の
修
好
を
追
い
求
め
て
来
ら
れ
た
」
こ
と
に
触
れ
、
こ
れ
に
感
じ
い
っ
た
李
存
勗
が
自
身
を
派
遣
し
た
の
だ
と
説
明
し
た
。
つ
ま
り
李
厳
は
、
前
蜀
が
後
唐
と

の
友
好
関
係
を
志
向
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
自
身
も
ま
た
修
好
の
使
者
で
あ
る
と
の
含
み
を
持
た
せ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
李
厳
は
〔
史
料
９
〕
引
用
外
の
「
笏
記
」
中
で
「
こ
こ
に
お
い
て
大
唐
中
興
皇
帝
は
、
高
祖
・
太
宗
の
功
業
を
思
い

（
（5
（

」
云
々
と
述
べ
、
李
存
勗
を
「
大

唐
中
興
皇
帝
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
李
存
勗
こ
そ
が
唐
を
復
興
さ
せ
た
皇
帝
で
あ
る
こ
と
の
強
調
で
あ
る
。
さ
ら
に
〔
史
料
８
〕
に
見
え
た
後
梁
平

定
の
功
績
や
、〔
史
料
９
〕
に
見
え
る
岐
・
呉
越
・
呉
、
そ
し
て
甘
州
ウ
イ
グ
ル
に
関
す
る
叙
述
も
、
前
蜀
に
対
す
る
威
圧
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず

李
厳
は
王
衍
を
「
大
蜀
皇
帝
」
と
呼
び
、
遣
使
の
目
的
を
修
好
と
し
た
。
こ
れ
は
、
後
唐
側
の
譲
歩
も
し
く
は
前
蜀
へ
の
歩
み
寄
り
と
す
ら
見
做
し
得
る
。

　

一
方
前
蜀
の
内
部
で
は
、
李
厳
の
態
度
は
前
蜀
を
侵
略
せ
ん
と
す
る
、
な
い
し
蔑
む
も
の
な
の
で
斬
る
べ
し
と
の
意
見
が
あ
っ
た
ら
し
い

（
（5
（

。
だ
が
彼
の
帰
国
後
、

「
前
蜀
は
後
唐
と
よ
し
み
を
結
ん
だ
の
で
、
威
武
城
の
防
備
を
や
め
、
関
宏
業
ら
二
十
四
軍
を
成
都
に
呼
び
戻
し
た

（
（5
（

」
と
あ
る
。
王
衍
は
最
終
的
に
、
後
唐
の
修

好
姿
勢
を
額
面
通
り
受
け
止
め
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
と
関
連
し
て
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
少
な
く
と
も
李
厳
を
派
遣
し
た
当
初
、
李
存
勗
が
ま
だ
前
蜀
へ
の
攻
撃
を
企
図
し
て
い
な
か
っ
た
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こ
と
で
あ
る
。『
旧
五
代
史
』
荘
宗
本
紀
で
は
、
李
厳
が
李
存
勗
に
対
し
交
易
失
敗
の
報
告
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
た
李
存
勗
が
「
蜀
討
伐
の
意
向
を
強
め
た

（
（5
（

」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
李
厳
は
さ
ら
に
李
存
勗
を
焚
き
付
け
た
ら
し
く
、『
旧
五
代
史
』
李
厳
伝
に
は
「
当
時
王
衍
は
政
治
が
乱
れ
て
お
り
、
李
厳
は
こ
れ
（
前

蜀
）
を
奪
い
取
れ
る
と
分
か
っ
た
の
で
、
使
し
て
帰
国
す
る
と
詳
し
く
上
奏
し
た
。
ゆ
え
に
蜀
平
定
の
謀
は
、
李
厳
に
始
ま
っ
た
の
だ

（
（6
（

」
と
あ
る
。

　

李
存
勗
即
位
以
来
、
両
国
間
に
政
治
的
・
経
済
的
な
い
く
つ
か
の
摩
擦
が
生
じ
て
い
た
の
は
確
か
だ
ろ
う
。
し
か
し
後
唐
が
そ
の
問
題
を
軍
事
的
手
段
で
解
決

で
き
る
と
判
断
し
た
の
は
、
帰
国
し
た
李
厳
の
報
告
を
受
け
た
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
李
厳
の
派
遣
時
点
に
お
い
て
、
両
国
は
ま
だ
決
定
的
な
決
裂
に

至
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
笏
記
」
に
見
え
た
「
大
蜀
皇
帝
」
と
い
う
呼
び
掛
け
は
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
両
国
が
修
好
の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
使

者
を
や
り
取
り
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
記
録
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
〔
史
料
３
〕
で
見
た
よ
う
に
李
存
勗
に
は
、
呉
か
ら
の
抗
議
を
受
け
入
れ
て
君
主
号
を
「
国
王
」
か
ら
「
国
主
」
に
格
上
げ
し
、「
詔
」
を
「
致
書
」

に
変
え
る
だ
け
の
対
応
力
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
呉
越
に
対
し
て
も
そ
の
要
請
の
ま
ま
に
、
本
来
皇
帝
し
か
使
用
で
き
な
い
玉
冊
を
与
え
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い

る
（
（6
（

。
既
に
皇
帝
位
に
あ
っ
た
契
丹
に
対
し
て
、
後
唐
が
基
本
的
に
対
等
な
い
し
友
好
的
な
態
度
を
示
し
た
こ
と
も
言
を
俟
た
な
い

（
（6
（

。
外
交
の
場
に
お
け
る
相
手
君

主
へ
の
配
慮
は
、
決
し
て
後
晋
石
敬
瑭
期
の
み
の
特
異
な
事
例
で
は
な
く
、
後
唐
李
存
勗
期
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。
李
厳
「
笏
記
」
の
記
述
も
、
そ
う
し
た
事

例
の
一
つ
と
言
え
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
ま
ず
後
晋
石
敬
瑭
期
に
お
け
る
対
外
関
係
を
、
後
蜀
・
南
唐
に
注
目
し
て
見
て
き
た
。
前
者
す
な
わ
ち
後
蜀
に
つ
い
て
、
石
敬
瑭
は
対
等
な
皇
帝

同
士
で
の
修
好
を
求
め
て
お
り
、
後
蜀
は
そ
れ
に
応
じ
た
。
一
方
後
者
す
な
わ
ち
南
唐
に
つ
い
て
も
、
石
敬
瑭
は
対
等
を
意
図
し
た
姿
勢
で
相
手
国
へ
捕
虜
を
返

還
し
よ
う
と
し
た
。
た
だ
し
こ
れ
は
お
そ
ら
く
自
国
の
武
将
李
金
全
の
返
還
を
目
論
ん
だ
も
の
で
、
結
果
的
に
南
唐
か
ら
拒
絶
さ
れ
た
。
相
手
国
か
ら
の
反
応
は

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
実
際
に
構
築
し
得
た
関
係
も
異
な
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
の
事
例
に
お
い
て
も
石
敬
瑭
が
相
手
国
に
対
し
、
対
等
な
立
場
で
の
修
好
を
前
面

に
打
ち
出
し
て
い
た
点
は
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
中
原
皇
帝
と
十
国
皇
帝
の
修
好
は
、
後
梁
と
前
蜀
間
で
の
特
異
な
事
例
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
後
唐
の
場
合
も
、前
蜀
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
李
厳
の
「
笏
記
」
に
お
い
て
、王
衍
に
対
し
「
大
蜀
皇
帝
」
と
呼
び
掛
け
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
元
々
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王
衍
は
李
存
勗
の
即
位
を
支
持
し
て
お
り
、
李
存
勗
も
後
蜀
と
の
交
易
を
志
向
し
て
い
た
ら
し
い
。
ゆ
え
に
李
厳
の
派
遣
時
、
後
唐
と
前
蜀
は
ま
だ
決
定
的
な
対

立
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
は
、
後
唐
で
あ
っ
て
も
十
国
君
主
を
皇
帝
と
呼
ぶ
場
合
が
有
り
得
た
こ
と
を
、「
笏
記
」

は
示
唆
し
て
い
る
。

　

五
代
十
国
期
の
国
際
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
泰
斗
と
い
う
べ
き
日
野
開
三
郎
が
「
対
等
関
係
に
お
け
る
列
国
の
対
中
原
修
好
は
中
原
側
の
絶
対
に
容
認
せ
ざ

る
と
こ
ろ
で
、
必
ず
称
藩
関
係
、
す
な
わ
ち
主
従
関
係
の
形
式
に
お
い
て
修
好
が
成
立
し
て
い
た
」
と
断
じ
﹇
日
野
一
九
八
〇
、
三
八
七
頁
﹈、
か
つ
「
特
殊
な

事
情
の
生
起
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ
れ
た
一
時
的
な
変
態
的
国
際
関
係
の
展
開
も
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
︿
中
略
﹀
大
勢
の
推
移
を
辿
る
上
に
敢
て

介
意
す
る
必
要
は
な
い
」﹇
日
野
一
九
八
〇
、
三
六
二
―
三
六
三
頁
﹈
と
の
立
場
を
示
し
た
。

　

し
か
し
、
前
者
の
見
解
が
成
立
し
な
い
こ
と
は
既
に
明
ら
か
で
あ
り
、
本
稿
で
も
取
り
上
げ
た
よ
う
に
実
際
に
は
中
原
皇
帝
か
ら
率
先
し
て
十
国
皇
帝
に
修
好

や
対
等
を
求
め
る
事
例
、
さ
ら
に
そ
れ
が
成
立
し
た
事
例
が
存
在
し
た

（
（6
（

。
ま
た
、
相
手
君
主
に
対
し
て
皇
帝
と
呼
び
掛
け
る
対
応
が
、
五
代
の
う
ち
後
梁
・
後
唐
・

後
晋
と
い
う
三
王
朝
に
お
い
て
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
決
し
て
「
変
態
的
」
で
は
無
か
っ
た
こ
と
を
強
く
示
唆
す
る
。
五
代
十
国
期
の
史
料
な
い
し
そ
の

歴
史
観
が
中
原
中
心
に
偏
っ
て
い
る
と
い
う
制
約
も
斟
酌
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
外
交
は
当
時
決
し
て
例
外
で
は
な
く
、
現
実
と
し
て
十
分
に
あ
り
得
た
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
現
在
日
本
で
通
説
の
ご
と
く
流
布
し
て
い
る
山
崎
﹇
二
〇
一
〇
﹈
が
描
き
出
し
た
「
天
下
秩
序
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
「
固
さ
」
に
由
来
す

る
違
和
感
が
従
来
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
﹇
毛
利
二
〇
一
一
、
四
九
六
頁
﹈、
本
稿
の
事
例
は
む
し
ろ
当
時
の
実
態
の
柔
軟
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
と
言
え
る
。

　

と
は
い
え
、
最
終
的
に
十
国
が
中
原
政
権
の
も
と
に
統
合
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
駆
け
引
き
が
あ
っ
た
の
か
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

【
史
料
版
本
】

・『
旧
五
代
史
』『
新
五
代
史
』
＝
中
華
書
局
標
点
本
（
修
訂
版
）。

・『
資
治
通
鑑
』
＝
中
華
書
局
標
点
本
。

・『
陸
氏
南
唐
書
』
＝
『
五
代
史
書
彙
編
』（
第
九
冊
）
杭
州
、
杭
州
出
版
社
（
二
〇
〇
四
年
）
に
収
録
。

・『
蜀
檮
杌
』『
錦
里
耆
旧
伝
』
＝
『
五
代
史
書
彙
編
』（
第
十
冊
）
杭
州
、
杭
州
出
版
社
（
二
〇
〇
四
年
）
に
収
録
。
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【
参
考
文
献
】（
著
者
名
五
十
音
順
）

赤
木　

崇
敏	

二
〇
一
三
「
唐
代
官
文
書
体
系
と
そ
の
変
遷

―
牒
・
帖
・
状
を
中
心
に
」
平
田
茂
樹
・
遠
藤
隆
俊
（
編
）『
外
交
文
書
か
ら
十
～
十
四
世
紀
を
探
る
』
汲
古

書
院
、
三
一
―
七
五
頁
。

赤
羽
目
匡
由	

二
〇
一
八
「
新
羅
・
渤
海
か
ら
み
た
日
本
」
田
中
史
生
（
編
）『
古
代
日
本
と
興
亡
の
東
ア
ジ
ア
』
竹
林
舎
、
四
三
―
六
八
頁
。

石
井　

正
敏	

一
九
七
五
「
第
一
回
渤
海
国
書
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
三
二
七
（
再
録
・
改
題
「
神
亀
四
年
、
渤
海
の
日
本
通
交
開
始
と
そ
の
事
情

―
第
一
回
渤
海
国

書
の
検
討
」『
日
本
渤
海
関
係
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
、二
六
〇
―
二
八
二
頁
）。

石
見　

清
裕	

一
九
九
八
『
唐
の
北
方
問
題
と
国
際
秩
序
』
汲
古
書
院
。

金
子　

修
一	

二
〇
〇
一
『
隋
唐
の
国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』
名
著
刊
行
会
（
改
訂
増
補
：『
古
代
東
ア
ジ
ア
史
論
考

―
改
訂
増
補
隋
唐
の
国
際
秩
序
と
東
ア
ジ
ア
』
八
木

書
店
、
二
〇
一
九
）。

久
保
田
和
男	

二
〇
一
九
Ａ
「
五
代
宋
初
に
お
け
る
南
郊
儀
礼
の
変
化
を
め
ぐ
っ
て

―
三
年
一
郊
の
確
立
」『
史
滴
』
四
一
、二
五
―
四
六
頁
。

―	

二
〇
一
九
Ｂ
「「
五
代
十
国
」
と
南
郊
儀
礼

―
中
原
国
家
と
南
方
列
国
に
お
け
る
郊
祠
」『
東
方
学
』
一
三
七
、一
―
一
八
頁
。

胡　
　

耀
飛	

二
〇
一
二
「
呉
・
南
唐
政
権
境
内
沙
陀
人
考
」『
唐
史
論
叢
』
二
〇
一
二
―
二
、三
九
一
―
四
一
〇
頁
。

―	

二
〇
一
四
「
後
蜀
孟
氏
婚
姻
研
究

―
兼
論
家
族
史
視
野
下
的
民
族
融
合
」『
民
族
史
研
究
』
二
〇
一
四
―
四
、七
五
―
一
〇
〇
頁
。

―	

二
〇
二
〇
『
呉
越
国
与
呉
越
銭
氏
研
究
』
北
京
、
社
会
科
学
文
献
出
版
社
。

小
林　

和
夫	

一
九
九
六
「
南
唐
官
僚
徐
鉉
と
宋
太
宗
朝

―
『
江
南
録
』
と
正
統
論
を
め
ぐ
っ
て
」『
早
稲
田
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
二
（
第
四
分
冊
）、
一
〇
一
―

一
一
三
頁
。

周　
　

偉
洲	

二
〇
二
一
『
吐
谷
渾
史
』
北
京
、
商
務
印
書
館
。

蒋　
　

武
雄	

一
九
九
〇
「
遼
与
後
唐
外
交
幾
個
問
題
的
探
討
」『
東
呉
歴
史
学
報
』
六
、三
五
―
六
三
頁
。

鄒
重
華
・
胡
昭
曦　

一
九
九
四
「
前
蜀
後
蜀
与
中
原
政
権
的
関
係
」
成
都
王
建
墓
博
物
館
（
編
）『
前
後
蜀
的
歴
史
与
文
化

―
前
後
蜀
歴
史
与
文
化
学
術
討
論
会
論
文
集
』

四
川
、
巴
蜀
書
社
、
一
〇
―
一
七
頁
。

杉
山　

正
明	

二
〇
〇
五
『
疾
駆
す
る
草
原
の
征
服
者

―
遼
・
西
夏
・
金
・
元
』
講
談
社
。
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詹　
　

子
林	

二
〇
一
〇
「
宋
元
成
都
地
方
文
献
的
歴
史
地
理
学
価
値

―
以
《
蜀
檮
杌
》・《
錦
里
耆
旧
伝
》・《
歳
華
紀
麗
譜
》
為
例
」『
学
理
論
』
二
〇
一
〇
―
三
、四
九
―

五
四
頁
。

高
橋　

公
明	

二
〇
〇
五
「
外
交
文
書
を
異
国
牒
状
と
呼
ぶ
こ
と
」『
文
学
』
六
―
六
、六
三
―
七
一
頁
。

田
中　

整
治	

一
九
七
五
「
南
唐
と
呉
越
と
の
関
係
」『
史
流
』
一
六
、一
―
一
八
頁
。

陳　
　
　

欣	

二
〇
一
〇
『
南
漢
国
史
』
広
州
、
広
東
人
民
出
版
社
。

礪
波　
　

護	

一
九
八
八
『
馮
道

―
乱
世
の
宰
相
』
中
公
文
庫
。

中
西　

朝
美	
二
〇
〇
五
「
五
代
北
宋
に
お
け
る
国
書
の
形
式
に
つ
い
て

―
「
致
書
」
文
書
の
使
用
状
況
を
中
心
に
」『
九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』
三
三
、九
三
―
一
一
〇
頁
。

中
村　

裕
一	

一
九
九
一
Ａ
『
唐
代
制
勅
研
究
』
汲
古
書
院
。

―	
一
九
九
一
Ｂ
『
唐
代
官
文
書
研
究
』
中
文
出
版
社
。

―	
二
〇
一
一
『
中
国
古
代
の
年
中
行
事
（
第
二
冊
・
春
）』
汲
古
書
院
。

新
見
ま
ど
か	

二
〇
二
二
「
皇
帝
並
立
時
代
の
幕
開
け

―
『
錦
里
耆
旧
伝
』
所
収
、
後
梁
・
前
蜀
間
国
書
考
」『
唐
代
史
研
究
』
二
五
、一
五
三
―
一
七
九
頁
。

日
野
開
三
郎	

一
九
八
〇
『
五
代
史
の
基
調
』
三
一
書
房
。

―	

一
九
八
四
『
北
東
ア
ジ
ア
国
際
交
流
史
の
研
究
』（
上
下
）
三
一
書
房
。

廣
瀬　

憲
雄	

二
〇
一
八
「
隋
唐
五
代
両
宋
期
に
お
け
る
「
致
書
文
書
」
の
再
検
討
と
五
代
十
国
の
外
交
関
係
」『
古
代
日
本
と
東
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
国
際
関
係
』
勉
誠
出
版
、

二
五
―
五
五
頁
。

古
松　

崇
志	

二
〇
一
〇
「
契
丹
・
宋
間
に
お
け
る
外
交
文
書
と
し
て
の
牒
」『
東
方
学
報
』
八
五
、二
七
一
―
三
〇
一
頁
。

―	

二
〇
一
四
「
契
丹
・
宋
間
の
国
信
使
と
儀
礼
」『
東
洋
史
研
究
』
七
三
―
二
、六
三
―
一
〇
〇
頁
。

彭　
　

文
峰	

二
〇
一
四
『
五
代
馬
楚
政
権
研
究
』
北
京
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

松
田　

光
次	

一
九
八
五
「
遼
と
南
唐
と
の
関
係
に
つ
い
て
」『
東
洋
史
苑
』
二
四
／
二
五
、二
八
一
―
三
〇
六
頁
。

毛
利　

英
介	

二
〇
一
一
「〈
書
評
〉
山
崎
覚
士
著
「
中
国
五
代
国
家
論
」」『
東
洋
史
研
究
』
七
〇
―
三
、四
八
九
―
四
九
九
頁
。

―	

二
〇
一
三
Ａ
「
澶
淵
の
盟
に
つ
い
て

―
盟
約
か
ら
見
る
契
丹
と
北
宋
の
関
係
」
荒
川
他
（
編
）
四
四
―
五
五
頁
。
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―	

二
〇
一
三
Ｂ
「
冊
封
す
る
皇
帝
と
冊
封
さ
れ
る
皇
帝

―
契
丹
（
遼
）
皇
帝
と
北
漢
皇
帝
の
事
例
か
ら
」『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
四
六
、二
一
三

―
二
二
八
頁
。

森
平　

雅
彦	

二
〇
〇
七
「
牒
と
咨
の
あ
い
だ

―
高
麗
王
と
元
中
書
省
の
往
復
文
書
」『
史
淵
』
一
四
四
（
再
録
：『
モ
ン
ゴ
ル
覇
権
下
の
高
麗
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
、二
二
三
―
二
七
四
頁
）。

山
内　

晋
次　

一
九
八
六
「
唐
よ
り
み
た
八
世
紀
の
国
際
秩
序
と
日
本
の
地
位
の
再
検
討
」『
続
日
本
紀
研
究
』
二
四
五
（
再
録
：「
唐
朝
の
国
際
秩
序
と
日
本

―
外
交
文
書

形
式
の
分
析
を
通
し
て
」『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
、一
〇
―
三
五
頁
）。

山
崎　

覚
士	

二
〇
〇
二
「
五
代
に
お
け
る
「
中
国
」
と
諸
国
の
関
係

―
国
書
、
進
奉
・
貢
献
・
上
供
」『
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢
』
一
二
（
再
録
：
山
崎

二
〇
一
〇
、一
三
三
―
一
六
七
頁
）。

―	
二
〇
一
〇
『
中
国
五
代
国
家
論
』
思
文
閣
出
版
。

―	
二
〇
二
二
「「
五
代
十
国
」
と
い
う
時
代
」
冨
谷
至
・
荒
川
正
晴
（
編
）『
東
ア
ジ
ア
の
展
開

―
八
～
一
四
世
紀
』（
岩
波
講
座
世
界
歴
史
７
）
岩
波
書
店
、

一
八
五
―
一
九
八
頁
。

楊　
　

偉
立	

一
九
八
六
『
前
蜀
後
蜀
史
』
成
都
、
四
川
省
社
会
科
学
院
出
版
社
。

羅　
　

家
祥	

二
〇
一
四
「
後
蜀
嘉
州
刺
史
欧
陽
彬
考
」『
楽
山
師
範
学
院
学
報
』
二
九
―
九
、八
六
―
九
〇
頁
。

黎　
　
　

虎	

一
九
九
八
『
漢
唐
外
交
制
度
史
』
蘭
州
、
蘭
州
大
学
出
版
社
。

【
注
】

（
1
）	

五
代
史
の
概
略
を
示
し
た
著
作
は
礪
波
［
一
九
八
八
］
／
杉
山
［
二
〇
〇
五
］
を
参
照
。
一
方
十
国
に
つ
い
て
は
、
蜀
を
扱
う
楊
偉
立
［
一
九
八
六
］、
楚
を
扱
う
彭
文

峰
［
二
〇
一
四
］、
呉
越
を
扱
う
胡
耀
飛
［
二
〇
二
〇
］
の
よ
う
に
、
政
権
ご
と
の
通
史
や
概
略
を
扱
う
著
作
が
近
年
中
国
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）	

特
に
本
稿
と
関
連
が
深
い
の
は
、
山
崎
［
二
〇
〇
二
］
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
に
国
書
の
冒
頭
書
式
か
ら
国
際
関
係
の
解
明
を
目
指
し
た
研
究
に
、
廣
瀬
［
二
〇
一
八
］

が
あ
る
。

（
3
）	

北
宋
・
張
唐
英
撰
。
治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
後
序
。
前
蜀
・
後
蜀
に
関
す
る
編
年
体
の
史
書
。
特
に
王
建
・
孟
知
祥
の
事
跡
に
詳
し
く
、『
旧
五
代
史
』
等
の
記
述
を
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補
う
所
が
大
き
い
。
前
蜀
・
後
蜀
史
研
究
に
お
け
る
基
礎
史
料
の
一
つ
で
あ
る
［
詹
子
林
二
〇
一
〇
］。

（
4
）	

本
国
書
の
書
式
に
つ
い
て
は
廣
瀬
［
二
〇
一
八
、四
七
頁
］
を
、
致
書
に
相
手
に
応
じ
た
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
は
中
西
［
二
〇
〇
五
、一
〇
六
頁
］
を
参
照
。

（
5
）	

孟
氏
と
李
氏
の
婚
姻
関
係
に
つ
い
て
は
胡
耀
飛
［
二
〇
一
四
、七
六
―
七
八
頁
］
が
最
新
の
石
刻
資
料
も
踏
ま
え
て
整
理
し
て
い
る
。

（
6
）	

た
だ
、
石
敬
瑭
が
こ
の
「
分
疆
」
を
「
鼎
足
」
と
表
現
し
た
点
は
や
や
気
に
か
か
る
。
通
常
「
鼎
足
」
と
は
三
勢
力
間
で
用
い
ら
れ
る
用
語
で
、
二
国
間
関
係
を
表
し

た
用
例
は
見
出
せ
な
い
。
後
晋
建
国
直
後
、
こ
れ
と
境
界
を
接
し
、
か
つ
後
蜀
以
外
に
皇
帝
位
を
名
乗
っ
て
い
た
勢
力
は
契
丹
と
呉
だ
が
、
後
晋
に
と
っ
て
主
君
に
当

た
る
契
丹
と
の
鼎
立
を
石
敬
瑭
が
提
案
す
る
こ
と
に
は
や
や
違
和
感
が
あ
る
。
あ
る
い
は
石
敬
瑭
は
、
三
国
期
の
曹
魏
・
蜀
漢
・
孫
呉
の
よ
う
に
、
後
晋
・
後
蜀
に
加

え
て
南
方
の
呉
（
後
の
南
唐
）
を
想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
7
）	

唐
代
に
つ
い
て
は
金
子
［
二
〇
〇
一
、三
二
八
頁
、
第
一
四
表
］
を
、
宋
代
に
つ
い
て
は
毛
利
［
二
〇
一
一
、四
九
五
頁
］
を
参
照
。

（
8
）	

以
上
の
検
証
は
、
山
崎
［
二
〇
〇
二
、一
三
五
―
一
三
六
頁
］
に
拠
っ
た
。

（
9
）	

實
錄
、
七
月
戊
午
、
蜀
主
遣
戸
部
侍
郎
歐
陽
彬
來
使
、
致
書
用
敵
國
禮
。

（
10
）	

戊
午
、
西
川
王
衍
遣
偽
署
戸
部
侍
郎
歐
陽
彬
來
朝
貢
、
稱
大
蜀
皇
帝
上
書
大
唐
皇
帝
。

（
11
）	

な
お
、
後
唐
・
前
蜀
間
の
国
書
の
往
復
に
つ
い
て
は
史
料
間
で
異
同
が
激
し
く
、
事
実
を
確
定
し
難
い
（
詳
細
は
本
稿
第
三
章（
１
）参
照
）。
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
あ
く
ま
で
も
『
実
録
』
と
『
旧
五
代
史
』
荘
宗
本
紀
と
の
対
照
性
で
あ
り
、
事
実
関
係
が
ど
う
で
あ
れ
論
証
に
支
障
は
な
い
。

（
12
）	

唐
代
の
場
合
、ト
ル
コ
系
遊
牧
君
主
に
対
し
て
は
「
可
汗
」
と
い
う
君
主
号
が
用
い
ら
れ
、そ
の
書
式
に
は
慰
労
制
書
と
論
事
勅
書
が
あ
っ
た
。
山
内
［
一
九
八
六
、二
三

―
二
四
頁
］
や
金
子
［
二
〇
〇
一
、三
二
八
頁
］
は
、
前
者
を
敵
国
関
係
の
国
書
、
後
者
を
君
臣
関
係
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
見
解
に
対
し
、
中
村
［
一
九
九
一
Ａ
、

三
二
一
―
三
二
七
頁
］
は
、
慰
労
誓
書
も
君
臣
関
係
で
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
一
方
で
唐
が
突
厥
可
汗
に
対
し
対
等
を
意
味
す
る
「
致
書
」
書
式
の
国
書
を
送
っ
た
こ

と
も
認
め
て
い
る
。
ま
た
、
仮
に
中
村
の
指
摘
通
り
、
唐
か
ら
見
た
国
書
上
で
は
突
厥
や
ウ
イ
グ
ル
が
臣
下
扱
い
だ
っ
た
と
し
て
も
、
唐
代
に
お
け
る
「
敵
国
」
が
対

等
を
意
味
し
た
点
は
揺
る
が
な
い
。

（
13
）	

契
丹
と
北
宋
の
対
等
関
係
に
つ
い
て
は
毛
利
［
二
〇
一
三
Ａ
］
を
、
契
丹
と
後
晋
・
北
漢
の
君
臣
関
係
に
つ
い
て
は
毛
利
［
二
〇
一
三
Ｂ
］
を
参
照
。

（
14
）	

敵
国
の
礼
が
政
治
的
自
立
性
に
拠
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
山
崎
［
二
〇
〇
二
、一
三
七
頁
］
も
認
識
し
て
い
る
。

（
15
）	

な
お
本
稿
で
は
、
検
討
し
て
い
る
「
敵
国
の
礼
」
が
、
あ
く
ま
で
五
代
期
に
実
際
に
用
い
ら
れ
た
用
法
で
あ
る
と
の
前
提
に
た
っ
て
論
証
を
進
め
て
い
る
。
だ
が
、
一
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連
の
文
章
の
出
典
は
『
資
治
通
鑑
』
で
あ
り
、
こ
れ
が
司
馬
光
の
語
彙
（
宋
代
の
用
法
）
だ
っ
た
可
能
性
に
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
山
崎
説
で
は
『
資

治
通
鑑
』
全
体
の
中
で
五
代
期
に
関
し
て
の
み
通
常
と
異
な
る
用
法
で
「
敵
国
の
礼
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、
極
め
て
違
和
感
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
本
稿
の

理
解
に
拠
れ
ば
、〔
史
料
３
〕
及
び
『
実
録
』
が
い
つ
の
語
彙
で
も
、
そ
の
結
論
は
損
な
わ
れ
な
い
。

（
16
）	
李
金
全
の
背
反
と
南
唐
の
対
応
、
安
州
戦
役
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
旧
五
代
史
』
巻
七
九
、
後
晋
高
祖
本
紀
（
一
二
一
〇
―
一
二
一
一
頁
）
及
び
『
資
治
通
鑑
』
巻

二
八
二
、
天
福
五
年
（
九
四
〇
）
五
月
条
（
九
二
一
四
―
九
二
一
五
頁
）
参
照
。

（
17
）	

帝
曰
此
輩
何
罪
、
皆
厚
給
放
還
（『
旧
五
代
史
』
巻
七
九
、
後
晋
高
祖
本
紀
、
一
二
一
一
頁
）。

（
18
）	

牒
に
つ
い
て
は
、
中
村
［
一
九
九
一
Ｂ
、
四
〇
〇
頁
］
／
黎
虎
［
一
九
九
八
、四
三
八
頁
］
／
高
橋
［
二
〇
〇
五
］
／
森
平
［
二
〇
〇
七
、二
三
六
―
二
三
七
頁
］
／
古

松
［
二
〇
一
〇
］
／
赤
木
［
二
〇
一
三
、四
八
―
五
七
頁
］
参
照
。

（
19
）	

牒
の
中
に
皇
帝
や
中
央
官
庁
が
発
給
し
た
文
書
を
引
用
し
て
朝
廷
間
の
意
思
疎
通
を
図
る
事
例
は
、
宋
代
に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
［
古
松
二
〇
一
〇
、二
八
八
―

二
八
九
頁
］。

（
20
）	

し
た
が
っ
て
、
山
崎
［
二
〇
〇
二
、一
三
五
頁
］
が
「
表
１　

五
代
国
書
交
換
表
」
の
中
で
本
事
例
を
国
書
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
厳
密
に
は
不
適
当
で
あ
る
。

（
21
）	

実
際
に
は
「
李
昪
は
そ
の
武
将
李
承
裕
を
派
遣
し
て
安
州
に
入
ら
せ
た
」（
昪
遣
其
將
李
承
裕
入
安
州
『
新
五
代
史
』
巻
四
八
、
李
金
全
伝
、
六
一
四
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
李
昪
の
指
図
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
22
）	

北
宋
・
契
丹
間
に
お
け
る
「
兩
朝
」
に
つ
い
て
は
、［
毛
利
二
〇
一
三
Ａ
、
五
二
頁
］
参
照
。
ま
た
、
や
は
り
対
等
だ
っ
た
後
梁
皇
帝
か
ら
前
蜀
皇
帝
宛
て
国
書
の
中
で

は
「
兩
国
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
た
［
新
見
二
〇
二
二
、一
六
二
頁
］。

（
23
）	

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
二
、
天
福
五
年
五
月
条
（
九
二
一
五
―
九
二
一
六
頁
）
は
、
李
昪
が
捕
虜
の
返
還
を
拒
否
し
た
の
は
、
現
場
の
武
将
に
軍
規
を
守
る
よ
う
周
知
し

な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
た
た
め
と
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
だ
と
す
れ
ば
司
馬
光
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
短
絡
的
に
過
ぎ
る
し
、
石
敬
瑭
が
捕
虜
の
返
還
を
押
し
通
そ

う
と
し
た
理
由
ま
で
は
説
明
で
き
な
い
。

（
24
）	

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
八
二
、
天
福
五
年
五
月
条
、
九
二
一
四
頁
。

（
25
）	

吐
谷
渾
が
沙
陀
の
支
配
下
に
入
る
過
程
は
、
周
偉
洲
［
二
〇
二
一
、一
五
四
―
一
六
五
］
等
の
論
考
が
あ
る
が
、
李
金
全
の
詳
細
な
経
歴
は
不
明
。

（
26
）	

経
緯
に
つ
い
て
は
『
旧
五
代
史
』
巻
九
七
、
李
金
全
伝
（
一
五
一
六
―
一
五
一
七
頁
）
参
照
。



111

（
27
）	

な
お
、
呉
・
南
唐
に
は
断
続
的
に
沙
陀
出
身
者
が
流
入
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
尚
武
の
気
風
を
失
っ
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
［
胡
耀
飛
二
〇
一
二
、四
〇
五
頁
］。
そ
の
中

に
あ
っ
て
、
武
将
と
し
て
活
躍
し
た
李
金
全
は
貴
重
な
人
材
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
28
）	

李
金
全
が
ま
だ
南
唐
に
奔
る
前
、
石
敬
瑭
は
李
金
全
に
詔
を
送
っ
た
が
、
こ
れ
と
同
時
に
南
唐
に
も
手
紙
を
送
ろ
う
と
し
て
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
と
い
う
（『
旧
五
代
史
』

巻
七
九
、
後
晋
高
祖
本
紀
、
一
二
一
〇
頁
）。
一
連
の
状
況
に
鑑
み
て
、
こ
れ
は
李
金
全
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
南
唐
に
要
請
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
29
）	
後
周
世
宗
が
南
唐
を
攻
撃
す
る
際
、
李
金
全
を
匿
っ
た
こ
と
が
口
実
の
一
つ
と
さ
れ
た
（『
旧
五
代
史
』
巻
一
一
五
、
後
周
世
宗
本
紀
、
一
七
八
二
頁
）。

（
30
）	
『
旧
五
代
史
』
巻
七
六
、
後
晋
高
祖
本
紀
、
一
一
六
〇
―
一
一
六
一
頁
。

（
31
）	

五
代
期
の
南
郊
祭
祀
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
［
二
〇
一
九
Ａ
／
二
〇
一
九
Ｂ
］
参
照
。
な
お
、
後
晋
で
は
南
郊
の
祭
祀
は
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
［
久
保
田
二
〇
一
九
Ｂ
、

六
頁
］。

（
32
）	

南
漢
與
閩
・
蜀
皆
稱
帝
、
從
誨
所
嚮
稱
臣
（『
新
五
代
史
』
巻
六
九
、
南
平
世
家
第
九
、
高
従
誨
、
九
七
三
頁
）。

（
33
）	

唐
代
皇
帝
の
誕
生
祭
に
お
け
る
貢
献
に
つ
い
て
は
、
中
村
［
二
〇
一
一
、一
七
六
―
一
七
七
頁
］
参
照
。

（
34
）	

な
お
、
か
つ
て
日
野
開
三
郎
が
示
し
た
中
原
・
呉
越
同
盟
対
南
唐
・
契
丹
同
盟
と
い
う
構
図
は
、
田
中
［
一
九
七
五
、六
―
七
頁
、
一
六
頁
］
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い

る
。

（
35
）	

閩
の
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
野
［
一
九
八
〇
、三
七
六
―
三
七
七
頁
］
参
照
。
な
お
、
閩
皇
帝
を
冊
封
し
た
石
敬
瑭
と
、「
敵
国
の
礼
」
を
求
め
る
閩
皇
帝
と
の
間

で
は
如
何
な
る
関
係
を
構
築
す
る
か
で
見
解
の
相
違
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
山
崎
［
二
〇
〇
二
、一
三
七
―
一
三
八
頁
］
参
照
。
た
だ
し
、本
稿
第
一
章
（
２
）

で
論
じ
た
よ
う
に
山
崎
の
「
敵
国
の
礼
」
理
解
は
修
正
の
必
要
が
あ
る
。
本
稿
の
結
論
に
沿
え
ば
、閩
皇
帝
が
石
敬
瑭
に
求
め
た
「
敵
国
の
礼
」
と
は
対
等
関
係
で
あ
り
、

そ
れ
は
閩
君
主
が
皇
帝
の
立
場
で
後
晋
皇
帝
と
交
流
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
36
）	

『
旧
五
代
史
』
巻
一
三
五
、
僭
偽
列
伝
第
二
、
劉
陟
、
二
一
〇
七
頁
。

（
37
）	

な
お
、
南
唐
を
正
統
と
す
る
歴
史
観
は
北
宋
成
立
後
の
南
唐
出
身
者
に
も
受
け
継
が
れ
、
そ
こ
で
は
唐
→
南
唐
→
北
宋
と
い
う
正
統
の
系
譜
が
描
か
れ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
小
林
［
一
九
九
六
］
が
詳
述
し
て
い
る
。

（
38
）	

例
え
ば
、
南
漢
・
楚
・
閩
・
呉
越
等
の
間
で
は
盛
ん
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
た
［
日
野
一
九
八
〇
、五
二
頁
、
五
六
頁
］。

（
39
）	

『
蜀
書
』（『
前
蜀
書
』
と
も
）
に
つ
い
て
は
、
楊
偉
立
［
一
九
八
六
、二
三
四
頁
］
参
照
。
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（
40
）	

『
錦
里
耆
旧
伝
』
は
、
蜀
の
人
と
思
し
き
張
𩇕
な
る
人
物
の
撰
に
よ
る
同
名
の
書
物
を
北
宋
の
応
霊
県
令
勾
延
慶
（
句
延
慶
と
も
）
が
校
訂
し
た
も
の
。
編
年
に
は
中
原

側
史
料
と
の
異
同
も
多
い
が
、
他
に
無
い
詔
勅
等
を
収
録
し
て
お
り
、
前
蜀
・
後
蜀
史
研
究
の
基
礎
史
料
の
一
つ
で
あ
る
［
孫
永
如
一
九
八
六
、二
八
〇
頁
／
楊
偉
立

一
九
八
六
、二
三
四
―
二
三
五
頁
／
詹
子
林
二
〇
一
〇
、五
三
頁
／
李
最
欣
二
〇
一
四
、一
二
六
頁
］。

（
41
）	
『
錦
里
耆
旧
伝
』
巻
六
、
咸
康
元
年
（
九
二
五
）
条
（
六
〇
三
八
頁
）
に
「
是
歳
、
遣
翰
林
學
士
歐
陽
彬
通
聘
洛
京
、
回
、
莊
宗
皇
帝
遣
客
省
使
李
嚴
來
修
好
」
と
あ
る
。

（
42
）	
考
異
中
に
は
、（
ア
）『
実
録
』
の
編
年
に
従
う
と
、
李
厳
の
前
蜀
へ
の
滞
在
期
間
が
長
す
ぎ
る
こ
と
、（
イ
）
李
厳
が
前
蜀
に
持
参
し
た
「
笏
記
」
の
記
述
（
後
掲
〔
史

料
９
〕）
か
ら
、
李
厳
以
前
に
後
蜀
が
後
唐
に
派
遣
し
て
来
た
使
者
が
い
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
、
の
二
点
が
司
馬
光
の
疑
問
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
な

ぜ
Ⓑ
と
Ⓓ
を
組
み
合
わ
せ
て
採
用
す
る
根
拠
に
な
る
の
か
、
筆
者
に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
43
）	

『
資
治
通
鑑
』
の
完
成
は
北
宋
の
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）、
一
方
『
蜀
檮
杌
』
に
後
序
が
記
さ
れ
た
の
は
治
平
四
年
（
一
〇
六
七
）
後
な
の
で
、
お
そ
ら
く
『
蜀
檮
杌
』

の
方
が
『
資
治
通
鑑
』
よ
り
完
成
が
早
く
、
理
論
上
司
馬
光
は
『
蜀
檮
杌
』
を
閲
覧
可
能
で
あ
る
。

（
44
）	

九
月
、
唐
莊
宗
遣
李
稠
來
通
好
、
市
珍
玩
錦
繡
。
衍
不
許
、
以
爲
落
草
（『
蜀
檮
杌
』
巻
上
、
乾
徳
六
年
（
九
二
四
）
九
月
条
、
六
〇
八
一
頁
）。
こ
こ
に
見
え
る
李
稠

は
李
彦
稠
も
し
く
は
李
厳
の
誤
記
か
も
し
れ
な
い
。

（
45
）	

廣
瀬
［
二
〇
一
八
、四
二
―
四
三
頁
、
表
６
―
④
］
は
両
国
書
が
同
一
で
あ
る
と
考
え
た
よ
う
だ
が
、
君
主
号
と
い
う
極
め
て
重
要
な
箇
所
の
異
同
を
想
定
で
き
る
ほ
ど

説
得
的
な
史
料
を
筆
者
は
検
出
し
得
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。

（
46
）	

時
淮
南
楊
溥
、
西
川
王
衍
、
皆
遣
使
致
書
、
勸
帝
嗣
唐
帝
位
、
帝
不
從
。

（
47
）	

な
お
、
王
衍
の
父
王
建
も
、
李
存
勗
の
父
李
克
用
に
対
し
、
後
梁
を
滅
ぼ
し
て
唐
が
復
興
す
る
ま
で
共
に
皇
帝
を
名
乗
ろ
う
と
促
し
た
こ
と
が
あ
る
（『
資
治
通
鑑
』
巻

二
六
六
、
開
平
元
年
（
九
〇
七
）
四
月
条
、
八
六
七
五
頁
）。
ゆ
え
に
、
少
な
く
と
も
後
梁
と
の
対
立
が
存
在
す
る
限
り
に
お
い
て
、
前
蜀
は
沙
陀
政
権
の
称
帝
に
肯

定
的
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
48
）	

壬
子
、
蜀
主
王
衍
致
書
於
帝
、
稱
有
詐
爲
天
使
、
馳
報
收
復
汴
州
者
。
詔
捕
之
、
不
獲
（『
旧
五
代
史
』
巻
三
一
、
荘
宗
本
紀
、
同
光
二
年
（
九
二
四
）
正
月
条
、

四
八
六
―
四
八
七
頁
）。

（
49
）	

唐
代
の
外
国
使
節
に
よ
る
皇
帝
謁
見
儀
礼
に
つ
い
て
は
石
見
［
一
九
九
八
、四
四
四
頁
、
四
四
六
―
四
四
七
頁
］
を
、
宋
・
契
丹
に
つ
い
て
は
古
松
［
二
〇
一
四
、七
二

―
七
四
頁
］
を
参
照
。
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（
50
）	

『
蜀
檮
杌
』
巻
上
、
或
康
元
年
（
九
二
五
）
四
月
条
（
六
〇
八
二
―
六
〇
八
三
頁
）
掲
載
の
「
笏
記
」
は
、『
錦
里
耆
旧
伝
』
掲
載
版
「
笏
記
」
の
末
尾
部
分
を
収
録
せ
ず
、

字
句
も
異
な
る
部
分
が
あ
る
。
本
文
で
は
、
行
論
と
関
わ
る
部
分
の
み
注
で
記
し
た
。

（
51
）	

「
述
職
」
部
分
は
『
錦
里
耆
旧
伝
』
で
は
「
負
拜
」
と
な
っ
て
い
る
。
文
意
が
取
れ
な
い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
『
蜀
檮
杌
』
に
拠
っ
た
。

（
52
）	

「
吾
皇
迥
感
於
蜀
皇
」
部
分
を
、『
蜀
檮
杌
』
は
「
吾
王
迥
感
於
蜀
王
」
と
す
る
。

（
53
）	
宋
・
契
丹
の
場
合
、
皇
帝
謁
見
儀
礼
に
お
い
て
は
国
信
使
が
自
国
皇
帝
の
代
理
と
し
て
振
舞
う
部
分
と
相
手
国
君
主
の
臣
下
と
し
て
振
舞
う
部
分
と
が
あ
っ
た
［
古
松

二
〇
一
四
、七
二
―
七
三
頁
］。
た
だ
、
唐
代
の
場
合
、
か
か
る
区
別
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
瞭
で
な
い
。
ま
た
、
前
蜀
の
儀
礼
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

（
54
）	

初
、
帝
因
嚴
入
蜀
、
令
以
馬
市
宮
中
珍
玩
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
同
光
二
年
（
九
二
四
）
四
月
条
、
八
九
二
一
頁
）。

（
55
）	

『
旧
五
代
史
』
巻
三
三
、
荘
宗
本
紀
、
同
光
二
年
八
月
条
、
五
一
八
頁
。

（
56
）	

繇
是
大
唐
中
興
皇
帝
、
念
髙
祖
・
太
宗
之
業
（『
錦
里
耆
旧
伝
』
巻
六
、六
〇
三
八
頁
）。

（
57
）	

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
同
光
二
年
四
月
条
（
八
九
一
八
頁
）
に
は
、「
王
宗
儔
以
其
語
侵
蜀
、
請
斬
之
、
蜀
主
不
從
」
と
あ
る
、
ま
た
『
蜀
檮
杌
』
巻
上
、
咸
康
元

年
四
月
条
（
六
〇
八
三
頁
）
に
は
、
前
蜀
の
宣
徽
使
宋
光
葆
の
発
言
と
し
て
「
我
先
皇
承
天
正
命
、
可
一
鼓
有
鼎
足
勢
、
今
以
姦
雄
相
喩
、
是
鄙
我
也
。
可
斬
其
、
以

威
天
下
」
と
あ
る
。

（
58
）	

蜀
以
唐
脩
好
、
罷
威
武
城
戍
、
召
關
宏
業
等
二
十
四
軍
還
成
都
（『
資
治
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
同
光
二
年
十
一
月
条
、
八
九
二
七
頁
）。

（
59
）	

伐
蜀
之
意
鋭
矣
（『
旧
五
代
史
』
巻
三
三
、
荘
宗
本
紀
、
同
光
二
年
八
月
条
、
五
一
八
頁
）。

（
60
）	

時
王
衍
失
政
、
嚴
知
其
可
取
、
使
還
具
奏
。
平
蜀
之
謀
、
始
於
嚴
（『
旧
五
代
史
』
巻
七
〇
、
李
厳
伝
、
一
〇
八
五
頁
）。

（
61
）	

鏐
厚
貢
獻
、
并
賂
權
要
、
求
金
印
・
玉
冊
、
賜
詔
不
名
、
稱
國
王
。
有
司
言
、
故
事
惟
天
子
用
玉
冊
、
王
公
皆
用
竹
冊
。
又
非
四
夷
、
無
封
國
王
者
。
帝
皆
曲
從
鏐
意
（『
資

治
通
鑑
』
巻
二
七
三
、
同
光
二
年
十
月
条
、
七
九
二
六
頁
）。

（
62
）	

後
唐
と
契
丹
の
関
係
に
つ
い
て
総
合
的
に
考
察
し
た
基
礎
的
成
果
と
し
て
、
こ
こ
で
は
蒋
武
雄
［
一
九
九
〇
］
を
挙
げ
る
。

（
63
）	

な
お
、
中
原
と
十
国
の
場
合
、
修
好
し
帝
位
を
認
め
あ
え
る
か
否
は
、
或
い
は
君
主
同
士
の
即
位
以
前
の
関
係
が
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
中
原
と
十

国
と
の
間
で
相
互
に
皇
帝
と
認
め
合
う
こ
と
に
成
功
し
た
の
は
、
現
時
点
で
後
梁
と
前
蜀
［
新
見
二
〇
二
二
］、
及
び
後
晋
と
後
蜀
（
本
稿
第
一
章
）
の
二
例
を
確
認

し
て
お
り
、
前
者
に
お
い
て
は
朱
全
忠
と
王
建
の
義
兄
弟
関
係
が
、
後
者
に
お
い
て
は
石
敬
瑭
と
孟
知
祥
の
姻
戚
関
係
が
修
好
の
口
実
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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血
縁
関
係
と
敵
国
（
対
等
）
関
係
と
の
関
連
性
は
、
金
子
［
二
〇
〇
一
、三
二
九
―
三
三
〇
頁
］
も
参
照
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
課
題
番
号
：21K

20043

）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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Attempts at Creating Goodwill During the Five Dynasties and Ten Kingdoms Period 

with a Focus on the Hou Tang 後唐 and Hou Jin 後晋 Periods

� Madoka NIIMI

　　In Japan, the relationship between the Five Dynasties and the Ten Kingdoms has 

traditionally been conceived of as stipulated in the Tian-xia 天下 distinction of Zhong-yuan 

中原. According to current accepted theory, there was no goodwill based on an equal footing 

between the emperors of the Five Dynasties and the Ten Kingdoms. However, by analyzing 

the contents of diplomatic documents exchanged by Hou Tang 後唐 / Hou Jin 後晋 with the 

Qian Shu 前蜀 / Hou Shu 後蜀 and Wu 呉 / Nan Tang 南唐, this paper shows that there 

were more frequent attempts at creating goodwill between emperors of Zhong-yuan and 

Ten Kingdoms than previously thought. We specifically examine the following three cases. 

　　1） Hou Jin and Hou Shu: The Hou Jin emperor Shi Jingtang 石敬瑭 recognized the 

Hou Shu emperor Meng Chang 孟昶 and proposed building friendly relations where each 

was on an equal footing. Meng Chang gladly accepted this overture. This shows us that 

goodwill based on equal status was established between the two countries.

　　2） Hou Jin and Nan Tang: Shi Jingtang used the pretense of returning prisoners of 

war to seek friendship with the Nan Tang. We were also able to confirm use of the terms 

“neighbors” and “both countries” in the diplomatic documents, wording at the time 

indicative of a relationship based on equality. Refusing this gesture of friendship, the Nan 

Tang had a frontier government office respond, albeit in a manner that did not threaten 

Shi Jingtang’s position.

　　3） Hou Tang and Qian Shu: There are two types of records between these two—one 

in which the Qian Shu declared the monarch of its country as “emperor” and another 

consisting of a diplomatic message referring to a “monarch.” On the other hand, there is 

no record of a diplomatic message from Hou Tang addressed to Qian Shu. However, Hou 

Tang did not set out to confront Qian Shu. As such, in the period before the two went to 

war, envoys from Hou Tang sometimes referred to the Qian Shu monarch as “emperor” in 

an effort to communicate goodwill. 

　　Based on the above, we need to reconsider the international relations of the Five 

Dynasties and Ten Kingdoms period as flexible and realistic.




